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H

こ
の
た
び
、
『守
山
城
跡
範
囲
確
認
調
査
概
報
Ⅲ
』
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
越
中
三
大
山
城
の
一
つ
と
評

価
さ
れ
る
守
山
城
の
遺
構
の
広
が
り
や
文
献
史
料
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
文
化
財
と
し
て
歴
史
的
な
価
値
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
守
山
城
の
範
囲
確
認
調
査
も
今
年
度
で
六
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
平
成
二
十
年

度
に
は
前
田
利
長
墓
所
が
国
指
定
史
跡
に
認
定
さ
れ
、
保
存
管
理
計
画
や
整
備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
高
岡
城
跡
の
詳
細
調
査
を
開
始
し
、
平
成
二
十
三
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
前
田
利

長
が
居
住
し
て
い
た
御
殿
の
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
前
田
利
長
が
高

岡
城
の
前
に
居
住
し
て
い
た
守
山
城
に
も
関
心
が

一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
本
書
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
歴

史
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
り
、
守
山
城
跡
に
対
す
る
理
解
と
関
心
が
深
ま
り
、
史
跡
と
し
て
保
護
す
る
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
現
地
踏
査
を
始
め
と
す
る
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
高

岡
徹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
三
月

高

市
教
曇

曇

警

長

氷

見

哲

正

」



序

文

Ⅱ   I

3 3   1

（二
）
鉢
伏
山
―
城
光
寺
道
遺
構
群

堀
切
１
・２
・３

（三
）
二
上
山
南
部
遺
構
群

馬
場

旧
道
と
二
重
竪
堀

牛
ヶ
首
堀
冴

射
水
神
社
北
堀
切

野
営
場
南
堀
切

二
上
山
南
物
見
台

向
山
遺
構
群

内
輪
子
谷
惣
構

付
記

・
向
山
付
近
の
家
臣
団
屋
敷
に
つ
い
て

（四
）
大
師
岳
と
同
南
部
遺
構
群

大
師
岳
南
砦

堀
切
４
・５
ｏ６

大
師
岳
南
物
見
台

大
師
岳
砦

21

Ⅲ
　
昭
和
十
三
年
に
お
け
る
石
割
平
造
氏
の
県
内
城
跡
調
査
を
め
ぐ

っ
て
…
…
・・
２５

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
振
り
返
っ
て

本
書
は
、
富
山
県
高
岡
市
守
山
に
所
在
す
る
守
山
城
跡
の

範
囲
確
認
調
査
概
報
Ⅲ
で
あ
る
。

一
一　
本
書
の
編
集
は
、
高
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
事
務
員

田
上
和
彦
が
担
当
し
た
。

〓
一　
調
査
は
、
高
岡
市
教
育
委
員
会
が
調
査
主
体
と
な

っ
て
実

施
し
、
高
岡
徹
氏
の
協
力
を
受
け
て
、
本
書
で
報
告
す
る

原
稿
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

四
　
現
地
踏
査
は
、
高
岡
徹
と
田
上
が
あ
た
っ
た
。

本
書
で
使
用
し
て
い
る
写
真
は
高
岡
徹
が
撮
影
し
た
も
の

を
使
用
し
て
お
り
、
原
版
を
保
管
し
て
い
る
。

ユハ
　
新
聞
資
料
の
調
査
に
際
し
て
、
富
山
県
立
図
書
館
の
御
協

力
を
得
た
。

権
力
の
支
配
装
置
と
し
て
の
守
山
城

守
山
城
外
縁
部
の
遺
構

（
一
）
鉢
伏
山
周
辺
遺
構
群

平
坦

面

Ａ

・
Ｂ

，
Ｃ

・
Ｄ

・
Ｅ

・
Ｆ

・
Ｇ

・
Ｈ

・
Ｉ

・
Ｊ

・
Ｋ

ｏ
Ｌ

・
Ｍ

ま

と

め

10ヽ
■



一Ｈ

権
力
の
支
配
装
置
と
し
て
の
守
山
城

近
世
初
頭
の
守
山
城
が
、
紛
れ
も
な
く
権
力
支
配
の
武
力
装
置
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
史
料
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
前
田

利
長
在
城
期
の
天
正
十
五
年

（
一
五
人
七
）
二
月
十
五
日
付
で
利
長
家
臣
有

賀
直
政
が
善
徳
寺
と
常
楽
寺
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。

利
勝
様
御
出
陣
付
而
、
御
門
徒
中
人
質
之
儀
、
白
金
沢
被
仰
越
、
唯
今

以
御
折
紙
所
々
相
触
候
、
惟
な
る
衆
当
城
迄
早
々
可
有
御
出
候
、
其
上

を
以
尾
山

へ
可
被
遣
候
由
候
、
利
家
様
御
書
付
之
写
為
御
披
見
進
候
、

猶
使
者
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言

有
賀
秦
介

二
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
政

（花
押
）

善
徳
寺

常
楽
寺

玉
机
下
①

こ
れ
は
同
年
、
利
長
が
秀
吉
の
九
州
征
伐

（島
津
攻
め
）
に
従
軍
し
、
越

中
を
留
守
に
す
る
こ
と
に
伴
い
、
か
つ
て
強
盛
を
誇

っ
た

一
向
宗
勢
力

へ
の

懸
念
か
ら
、
事
前
に
門
徒
の
内
か
ら
確
か
な
者
を

「人
質
」
と
し
て
守
山
城

に
出
頭
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
期
以
来
、
上
杉
謙
信
や

佐
々
成
政
な
ど
を
苦
し
め
た

一
向

一
揆
の
悪
夢
が
ま
だ
前
田
氏
の
脳
裏
を
離

れ
て
い
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
留
守
中
の
反
乱

・
蜂
起
な
ど
を
警
戒
し
た

処
置
と
言
え
る
。

書
状
に
よ
れ
ば
、
こ
の
処
置
は
金
沢
の
利
家
か
ら
の
指
示
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
「人
質
」
は
い
っ
た
ん
守
山
城
に
集
め
ら
れ
た
あ
と
、
金
沢

へ
送
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
下
間
仲
之
の
越
中
惣
坊
主
衆
宛
書
状
に

は

「今
般
其
国
守
護
方
九
州
出
勢
二
付
、
御
院
家
姫
様
為
証
人
守
山
へ
被
登

城
候
」②
と
あ
り
、
勝
興
寺
の
姫
も
証
人

（人
質
）
と
し
て
守
山
城
に
入
っ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
守
山
城
に
は
、
人
質
を
収
容

す
る
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
守
山
城
が
権
力
の
支
配
装
置

と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
人
質
の
城
内
収
容
は
戦
国
期
に
も
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
お

り
、
中
世
以
来
の
城
郭
の
使
用
例
と
し
て
一
般
的
で
す
ら
あ
っ
た
。　
一
例
と

し
て
、
こ
の
五
年
前
の
天
正
十
年
四
月
二
十
六
日
付
で
上
杉
景
勝
が
、
当
時

支
城
と
し
て
い
た
越
中
界
城

（境
城
、
宮
崎
城
の
こ
と
。
現
朝
日
町
）
を
守

る
秋
山
伊
賀
守
に
対
し
、
発
し
た
指
示
を
あ
げ
る
。

先
日
者
堺
へ
打
越
、
彼
城
用
心
吉
田
者
共
同
意
可
申
付
由
、
申
越
候
処

二
、
早
々
人
数
召
連
打
立
由
、
喜
悦
候
、
押
詰
呑
替
衆
可
差
越
之
条
、

其
内
用
心
手
堅
可
申
付
事
、
簡
要
候
、
扱
又
、
越
中
表
之
様
子
細
注
進

待
入
候
、
其
元
地
衆
之
証
人
を
取
、
有
実
城
二
、
堅
固
二
番
可
申
付

候
、
随
而
地
衆
二
懇
比
尤
候
、
猶
万
吉
重
而
可
申
越
候
、
謹
言

四
月
甘
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ爪
勝
御
居
判

秋
山
伊
賀
守
殿
③

前
掲
史
料
を
引
用
し
た

『上
越
市
史
』
は
年
次
を
天
正
十

一
年
と
す
る
が
、

上
杉
方
は
そ
の
年
の
ほ
ぼ
三
月

一
杯
で
越
中
か
ら
撤
収
し
て
お
り
④
、
天
正

十
年
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
当
時
の
上
杉
氏
は
越
中
国
内
の
拠
点
と
な
る
支
城
を
、

地
元
越
中
の
侍
達

（地
衆
）
と
共
に
守
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
離
反

を
防
ぐ
た
め
、
彼
ら
の
人
質
を
城
内

（こ
こ
で
は

「実
城
」
＝
本
九
）
に
収

容
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
守
山
城
の
場
合
、
具
体
的
な
場
所
は
不
明
だ
が
、



百

こ
の
堺
城
と
違
い
規
模
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、
山
中
の

一
角
に
位
置
す
る
郭
が
人
質
収
容
に
充
て
ら
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

註

『富
山
県
史
』
史
料
編
Ⅲ
近
世
上
　

一
五
〇
号

勝
興
寺
所
蔵
文
書

『上
越
市
史
』
別
編
２
　
一
一七
五
四
号

高
岡
　
徹

「戦
国
期
に
お
け
る
上
杉
氏
の
越
中

在
番
体
制
と
そ
の
展
開
―
河
田
長
親
没
後
を
中

心
に
―
」
『富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
紀
要
』

第

一
三
号

④ ③ ② ①

(匠コ表記は過去の概報で報告済のもの)図 1 二上山塊遺構分布図



Ⅲ
　
守
山
城
外
縁
部
の
遺
橋

広
大
な
二
上
山
塊
の
エ
リ
ア
内
に
は
様
々
な
遺
構
が
散
在
す
る
。
主
体
と

な
る
の
は
、
無
論
、
守
山
城
を
中
心
と
す
る
城
郭
遺
構
で
あ
る
が
、　
一
部
で

は
城
郭
と
は
性
格
を
異
に
す
る
遺
構
も
見
出
さ
れ
る
。
長
い
歴
史
を
有
す
る

守
山
城
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
各
種
文
献
史
料
は
も
と
よ
り
、
同

城
周
辺
に
連
な
る
外
縁
部
の
踏
査
と
遺
構
の
確
認
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の

た
め
平
成
十
八
年
度
よ
り
高
岡
市
教
育
委
員
会
の
範
囲
確
認
調
査
の
一
環
と

し
て
、
踏
査
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
こ
れ
ま
で

『調
査
概
報
』
Ｉ

（平
成
十
九
年
三
月
）
に
二
上
山
城
跡
を
、
『調
査
概
報
』
Ⅱ

（平
成
二
十

一

年
三
月
）
に
西
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
で
守
山
城
西
砦
、
北
出
丸
、

摩
頂
山
南
砦
な
ど
の
遺
構
を
報
告
し
た
。
今
回
は
引
き
続
き
、
南
部
か
ら
東

部
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
内
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
鉢
伏
山
周
辺
遺
構
群

二
上
山
塊
の
西
端
に
位
置
す
る
守
山
城
か
ら
は
反
対
の
東
端
部
に
鉢
伏
山

（標
高
二
〇
一
・
三
ｍ
）
が
あ
る
。
こ
の
山
頂
か
ら
東
に
下
る
と
、
国
府
の
あ

っ
た
伏
木
台
地
に
出
る
。
こ
う
し
た
立
地
状
況
は
、
同
山
頂
に
何
ら
か
の
遺

構
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
が
、
現
在
は
頂
部
を
削
平
し
て
寺
院
が
建
っ
て
お

り
、
確
認
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
六
月
、
山
頂
東
下
に
位
置
す
る
二
上
山
郷
土
資
料

館
裏
か
ら
東
方
へ
伸
び
る
尾
根
筋
を
踏
査
し
た
際
、
平
坦
面
を
有
す
る
遺
構

群
を
数
か
所
見
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
尾
根
道
に
沿
っ
た
小
ピ
ー
ク
な
ど
を
掘

り
込
ん
で
設
け
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
は
せ
ず
、
間
隔
を
置
い
た
形
で

点
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
確
な
防
御
施
設
が
付
随
し
な
い
こ
と
か
ら
、
城

郭
遺
構
と
は
み
な
せ
ず
、
当
初
性
格
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
鉢
伏

山
付
近
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
文
献
や
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
森
田
柿
園
は
著
書

『越
中
志
徴
』
の

「城
光
寺
村
」
の
項
で

「此

村
は
、
昔
城
光
寺
と
云
寺
あ
り
し
故
に
邑
名
と
す
と
い
へ
り
。
今
按
ず
る
に
、

寺
号
常
香
寺
な
る
を
、
字
音
に
依
て
邑
名
を
城
光
の
二
字
と
な
し
た
る
な
ら

む
。
寺
号
の
村
名
、
か
ゝ
る
こ
と
多
し
」
と
記
し
、
現
在
の
麓
の
城
光
寺
の

地
名
が
昔
存
在
し
た
寺
院
の
寺
号
に
由
来
す
る
と
の
伝
承
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
柿
園
は
、
『親
元
日
記
』
文
明
十
五
年

（
一
四
人
三
）
六
月
十
二
日

の
記
事
に
現
れ
る

「常
香
寺
」
が
、
そ
の
村
名
の
起
こ
り
に
な
っ
た
寺
で
は

な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
史
料

（『政
所
賦
銘
引
付
し

を
掲
げ
て
お
く
。

諏
信
　
　
　
　
　
　
　
（文
明
十
五
年
）

一
、
山
吉
備
中
守
幸
忠
―
十

六

。
十
二

越
中
国
利
浪

・
射
水
両
郡
内

（　
中
　
　
略
　
）

一
、
緒
方
了
覚
跡
、
常
香
寺
屋
地

・
槻
谷
田
畠
等
事
、
買
得
相

伝
当
知
行
之
旨
、
可
被
成
御
奉
書
之
由
、
申
之
、
①

す
な
わ
ち
、
文
明
十
五
年
の
時
点
で
山
吉
幸
忠
の
所
領
と
し
て
緒
方
了
覚

の
旧
領
だ
っ
た

「常
香
寺
屋
地
」
（常
香
寺
の
屋
敷
地
）
と

「槻
谷
田
畠
等
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
城
光
寺
の
地
名
が
こ
の

「常
香
寺
」

の
寺
号
に
由
来
す
る
と
し
て
も
、
そ
の

「常
香
寺
」
自
体
の
実
態
は
詳
し
い

所
在
地
も
含
め
、
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
報
告
す
る
遺
構

群
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
有
力
な
史
料
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
こ
の

「常
香
寺
」
に
関
わ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
後
の
追
加
踏
査
の
結
果
、
郷
土
資
料
館
脇
の
小
ピ
ー
ク
や
、
「平
和

の
鐘
」
そ
ば
の
売
店
裏
な
ど
で
も
掘
り
込
ん
だ
平
坦
面
を
見
出
し
た
。
将
来
、

―

ユ
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ま
だ
他
に
も
平
坦
面
が
見
つ
か
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
今
の
時
点

で
こ
れ
ま
で
の
踏
査
成
果
を
整
理
し
、
報
告
し
て
お
き
た
い
。

〔平
坦
面
Ａ
〕

鉢
伏
山
山
頂
の
東
下
に
あ
る

「平
和
の
鐘
」
そ
ば
の
売
店
裏
に
あ
る
。

「平
和
の
鐘
」
付
近
の
ピ
ー
ク
上
は
過
去
の
削
平
な
ど
に
よ
り
駐
車
場
、
売

店
な
ど
の
施
設
が
設
け
ら
れ
、
旧
状
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
売
店
裏

に
下
る
と
、
そ
こ
か
ら
二
股
に
分
か
れ
南
へ
張
り
出
す
尾
根
の
付
け
根

（標
高

一
人
Ｏ
ｍ
）
に
南
面
を
掘
り
込
み
、
九
×
九

ｍ

（方
形
、
非
方
形

を
問
わ
ず
、
お
お
よ
そ
東
西
×
南
北
で
広
さ
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
）
の

規
模
で
平
坦
面
を
設
け
て
い
る
。
売
店
側
の
両
脇
の
付
け
根
に
は
、
掘
り

残
し
た
小
さ
な
土
塁
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
二
股
の
小
尾
根
が
南
へ
下

っ
て
い
る
が
、
こ
の
内
東
側
に
は
四
×
二
ｍ
、
西
側
に
は
四
×
二

ｍ
と

五
×
五
ｍ
の
小
平
坦
面
計
三
か
所
が
尾
根
上
に
見
ら
れ
る
。

平
坦
面
Ａ
は
郷
土
資
料
館
側
と
同
種
の
作
り
方
で
あ
り
、
そ
の
位
置
か

ら
考
え
、
す
ぐ
上
の
売
店
や
駐
車
場
付
近
に
こ
れ
よ
り
大
き
な
平
坦
面
が

存
在
し
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
。

〔平
坦
面
Ｂ
〕

前
述
の

「平
和
の
鐘
」
広
場
か
ら
万
葉
ラ
イ
ン
を
東
に
少
し
下
っ
た
小

ピ
ー
ク

（標
高

一
七
〇

ｍ
）
に
現
在
は
休
館
し
て
い
る
二
上
山
郷
土
資
料

館
が
あ
る
。
こ
の
資
料
館
は
同
ピ
ー
ク
の
西
半
分
を
削
平
し
て
建
て
ら
れ

て
い
る
が
、
東
側
の
残
存
部
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
南
東
に
面
し
た
側
を

掘
り
込
ん
で
二
段
の
平
坦
面
を
設
け
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
内

上
段
は
深
さ
三

・
五

ｍ
掘
り
込
み
、　
一
四
×
七

ｍ
の
平
坦
面
を
作
る
。
こ

の
東
側
は
深
い
谷
に
面
し
て
い
る
が
、
そ
の
へ
り
は
土
塁
状
に
掘
り
残
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
東
側
を
高
さ
三

ｍ
の
切
岸
で
掘
り
込
み
、
下
段
の

平
坦
面
が
作
ら
れ
て
い
る
。　
一
五
×
五

ｍ
の
広
さ
で
、
東
側
の
谷
に
面
し

て
後
世
の
炭
焼
窯
跡
と
そ
れ
に
付
随
す
る
平
坦
面
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二

段
か
ら
成
る
平
坦
面
は
資
料
館
建
物
の
南
端
か
ら
東
に
向
け
て
下
り
始
め

る
谷
の
最
上
部
に
面
す
る
。

図 2 平坦面A縄張図 (作図 高岡 徹)

(作図 高岡 徹)図 3 平坦面 B縄張図



〔平
坦
面
Ｃ
〕

資
料
館
の
南
端
か
ら
長
い
尾
根
筋
が
東
方
に
向
け
て
伸
び
て
い
る
。
尾

根
道
を
た
ど
る
と
、
南
側
へ
分
岐
す
る
尾
根
が
下
る
が
、
曲
が
ら
ず
に
進

む
と
、
少
し
小
高
い
小
ピ
ー
ク

（標
高

一
六
二

・
六

ｍ
）
に
出
る
。
こ
の

上
部
は
尾
根
道
沿
い
に
や
や
削
平
し
た
平
坦
面
と
な
っ
て
お
り
、　
一
七
×

七

ｍ
程
度
の
広
さ
が
あ
る
。
こ
こ
は
前
述
の
尾
根
道
分
岐
点
を
抑
え
る
位

置
で
も
あ
る
。

〔平
坦
面
Ｄ
〕

平
坦
面
Ｃ
か
ら
東
へ
幅
広
の
尾
根
を
下
る
と
、
尾
根
道
の
南
側
に
少
し

広
が
っ
た
所
が
あ
る

（標
高

一
五
人
ｍ
）。
先
の
平
坦
面
Ｃ
と
の
間
は
約

一

人
ｍ
を
隔
て
る
。
こ
こ
で
は
北
側
の
尾
根
道
部
分
だ
け
を
残
し
、
ほ
ぼ
円

形
に
ピ
ー
ク
の
南
側
を

一
・
三
ｍ
程
度
掘
り
込
ん
で
、
平
坦
面
Ｄ
を
作
っ

て
い
る
。
内
部
の
広
さ
は
人
×
九

ｍ
程
度
で
あ
る
。
こ
の
先
の
平
坦
面
Ｅ

に
続
く
東
面
は
尾
根
道
に
近
い
側
を

一
部
掘
り
残
し
て
土
塁
状
に
し
て
い

Ｚ
Ｏ
。

〔平
坦
面
Ｅ
〕

平
坦
面
Ｄ
か
ら
先
は
、
尾
根
伝
い
に
よ
く
似
た
高
さ
の
小
ピ
ー
ク
が
連

続
す
る
。
各
ピ
ー
ク
の
間
は
両
側
が
深
い
谷
に
面
し
た
鞍
部
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ー
ク
上
に
遺
構
が
存
在
す
る
形
で
あ
る
。
Ｄ
の
平
坦

面
か
ら
約
五
〇
ｍ
離
れ
た
次
の
小
ピ
ー
ク

（標
高

一
五
六

・
一
ｍ
）
に
は
、

北
側
に
幅

一
ｍ
の
、
人
が

一
人
歩
け
る
程
度
の
尾
根
道
部
分
を
残
し
て
南

側
を
掘
り
込
ん
だ
、
平
坦
面
Ｅ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
掘
り
込
み
の
深
さ
は

二
ｍ
程
度
で
、
特
に
東
方
に
続
く
尾
根
道
側
を

一
部
掘
り
残
し
て
土
塁
と

す
る
。
こ
の
土
塁
上
か
ら
は
東
の
ピ
ー
ク
に
続
く
尾
根
道
を
ま
つ
す
ぐ
に

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
内
部
は

一
四
×
一
五

ｍ
程
度
の
平
坦
面
で
、

南
端
部
に
ゆ
る
い
傾
斜
面
を
伴
う
。

ｉｌ

注ヽ

―ユ

(作図 高岡 徹)図 4 平坦面C～ Eな ど縄張図



〔平
坦
面
Ｆ
〕

Ｅ
の
ピ
ー
ク
か
ら
馬
の
背
状
の
細
く
な
っ
た
尾
根
道
の
鞍
部
を
登
る
と
、

Ｅ
よ
り
少
し
高
く
な
っ
た
、
標
高

一
五
九

・
八
ｍ
の
小
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
南
に
向
け
て
下
降
し
な
が
ら
伸
び
る
別
の
尾
根
道
が
張
り
出

し
て
お
り
、
前
記
Ｃ
の
ピ
ー
ク
と
同
じ
よ
う
な
立
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

も
と
も
と
狭
い
頂
部
の
北
側
と
東
側
の
へ
り
を
掘
り
残
し
て
平
坦
面
を
作

っ
て
い
る
。
広
さ
は
七
×
一
二
ｍ
で
、
西
側
の
尾
根
道
沿
い
に
幅
広
の
傾

斜
面
が
付
随
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
掘
り
込
み
の
深
さ
で
、
ピ

ー
ク
の
頂
部
か
ら
で
は
四

・
五
ｍ
に
も
達
す
る
。
ま
た
、
頂
部
に
立
つ
と
、

二
上
山
の
山
頂
が
よ
く
見
え
る
。

〔平
坦
面
Ｇ
〕

Ｆ
の
ピ
ー
ク
か
ら
南
に
張
り
出
し
た
尾
根
を
ゆ
る
や
か
に
下
降
し
な
が

ら
進
む
と
、
約
四
〇
ｍ
離
れ
た
所
に
尾
根
道
の
西
側
を
少
し
掘
り
下
げ
、

削
平
し
た
平
坦
面

（標
高

一
四
人
ｍ
）
が
作
ら
れ
て
い
る
。
北
側
が
最
も

掘
り
込
み
が
深
く
、
深
さ

一
・
六

ｍ
を
測
る
が
、
東
側
は
ご
く
浅
い
も
の

で
あ
る
。
内
部
の
広
さ
は

一
四
×
一
四
ｍ
程
度
で
あ
る
。
尾
根
道
は
こ
の

東
側
を
通
っ
て
い
る
。

〔平
坦
面
Ｈ
〕

前
記
Ｆ
の
ピ
ー
ク
か
ら
東
へ
尾
根
筋
が
さ
ら
に
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の

Ｆ
ピ
ー
ク
直
下
の
付
け
根

（標
高

一
五
二
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
ピ
ー
ク
に

面
し
た
西
側
と
北
側
を
掘
り
込
ん
で
お
り
、
谷
に
面
し
た
北
側
で
は

一
部

を
掘
り
残
し
、
土
塁
状
に
す
る
。
内
部
は

一
一
×
四
ｍ
程
度
だ
が
、
三
角

形
に
近
く
、
狭
い
も
の
で
あ
る
。

〔平
坦
面
Ｉ
〕

前
記
Ｈ
か
ら
東
は
水
平
な
尾
根
が
続
く
。
途
中
に
は
幅

一
ｍ
の
や
せ
尾

根
の
箇
所
が
あ
り
、
人
が

一
人
位
し
か
歩
け
な
い
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
、

標
高

一
五
〇
ｍ
付
近
で
南
側
を
除
く
三
面
を
掘
り
込
ん
だ
平
坦
面
が
作
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
掘
り
残
さ
れ
た
北
側
の
へ
り
は
上
幅

一
・
五
ｍ
程

度
で
尾
根
道
に
な
っ
て
い
る
。
掘
り
込
み
の
深
さ
は
北
側
で
二
～
二

・
五

ｍ
を
測
り
、
内
部
は

一
二
×
六

・
五
ｍ
の
広
さ
が
あ
る
。
南
端
部
に
傾
斜

面
を
少
し
伴
う
。

〔平
坦
面
Ｊ
〕

前
記
Ｉ
の
平
坦
面
か
ら
南
東
方
向
に
ゆ
る
や
か
な
斜
面
を
下
る
と
、
中

腹
に
南
へ
張
り
出
し
た
所
が
あ
る

（標
高

一
三
四
ｍ
付
近
）。
こ
こ
で
北
側

を
掘
り
込
み
、
平
坦
面
が
作
ら
れ
て
い
る
。
広
さ
は

一
〇
×
九

ｍ
程
度
で
、

山
腹
側
の
両
腸
の
付
け
根
に
は
、
掘
り
残
し
た
小
さ
な
土
塁
が
見
ら
れ
る
。

ま
わ
り
は
三
方
が
深
い
谷
で
囲
ま
れ
た
立
地
で
あ
り
、
南
側
の
先
端
部
に

写真 1 平坦面 Eの 内部
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小
刻
み
な
段
を
二
段
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
炭
焼
窯
の
よ
う

な
穴
と
そ
れ
に
付
随
し
た
小
さ
な
平
坦
面
が
あ
る
。
窯
跡
と
す
れ
ば
、
後

世
に
こ
の
張
り
出
し
部
の
先
端
を
加
工
し
て
設
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
平
坦
面
Ｊ
は
他
と
違
い
、
ま
わ
り
を
谷
と
高
い
稜
線
で
囲
ま
れ
、
眺
望

が
利
か
な
い
。
メ
イ
ン
と
な
る
通
路
が
続
く
尾
根
道
か
ら
離
れ
て
下

っ
た

位
置
で
あ
り
、
や
や
性
格
の
異
な
る
施
設
跡
の
よ
う
で
あ
る
。

〔平
坦
面
Ｋ
〕

平
坦
面
Ｉ
か
ら
東
へ
三
人

ｍ
進
む
と
、
尾
根
筋
が
東
南
方
向
へ
少
し
折

れ
る
コ
ー
ナ
ー
部
に
差
し
掛
か
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
た
る

所

（標
高

一
五
三

・
八

ｍ
）
が
五

・
五
×
七

ｍ
程
度
の
方
形
で
、
周
囲
よ

り
ほ
ん
の
僅
か
に
小
高
い
。
明
確
で
は
な
い
が
、　
一
応
、
こ
こ
も

一
連
の

平
坦
面
遺
構
に
加
え
て
お
く
。

〔平
坦
面
Ｌ
〕

平
坦
面
Ｋ
か
ら
先
は
幅
の
広
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
尾
根
に
な
る
が
、

や
が
て
下
降
し
、
細
い
尾
根
道
と
な
る
。
そ
の
狭
め
ら
れ
た
尾
根
道
の
先

が

一
つ
の
小
ピ
ー
ク

（標
高

一
四
四

ｍ
）
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

掘
り
込
ん
で
平
坦
面
を
作
っ
て
い
る
。
谷
に
面
し
た
北
側
の
へ
り
と
東
の

尾
根
筋
に
続
く
側
を
掘
り
残
し
て
土
塁
状
に
す
る
。
特
に
東
面
は
尾
根
筋

を
仕
切
る
よ
う
に
設
け
て
あ
り
、
土
塁
南
端
に
人
が

一
人
通
れ
る
程
度
の

幅
を
開
け
て
あ
る
。
や
は
り
独
立
し
た

一
個
の
空
間
を
意
識
し
て
作
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
内
部
の
広
さ
は

一
七
×
一
〇
ｍ
程
度
で
、
開
放
さ
れ
た
南

面
の
中
央
に
下
へ
降
り
る
ス
ロ
ー
プ
状
の
段
が
付
随
す
る
。
あ
る
い
は
こ

こ
か
ら
南
側
斜
面
を
下
り
、
谷
間
に
降
り
る
道
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

〔平
坦
面
Ｍ
〕

平
坦
面
Ｌ
か
ら
幅
広
の
尾
根
を
少
し
た
ど
る
と
、
下
降
し
両
側
が
深
い

谷
で
挟
ま
れ
た
や
せ
尾
根
の
道
と
な
る
。
そ
の
先
に
あ
る
小
ピ
ー
ク

（標

高

一
四
七

・
六

ｍ
）
が
こ
れ
ら
遺
構
群
の
東
端
に
位
置
す
る
平
坦
面
Ｍ
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
へ
り
を
掘
り
残
し
土
塁
状
に

す
る
。
掘
り
込
み
の
深
さ
は
深
い
所
で
三
ｍ
を
測
る
。
平
坦
面
Ｌ
と
同
様
、

東
面
は
尾
根
筋
を
仕
切
る
よ
う
に
設
け
て
あ
り
、
土
塁
南
端
に
人
が

一
人

通
れ
る
程
度
の
幅
を
開
け
て
あ
る
。
南
斜
面
に
降
り
る
ル
ー
ト
は
な
い
が
、

基
本
的
な
プ
ラ
ン
は
前
記
平
坦
面
Ｌ
と
同
じ
で
あ
る
。
内
部
の
広
さ
は
二

六
×
一
〇

・
五
ｍ
で
、
遺
構
群
の
中
で
は
規
模
が
大
き
い
。

(作 図 高岡 徹)図 5 平坦面 F～ 」縄張図
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(作図 高岡 徹)

ま

と

め

以
上
が
鉢
伏
山
周
辺
で
発
見
さ
れ
た
十
三
か
所
の
平
坦
面
の
遺
構
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
性
格
、
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
詳
細
は
将
来
の
調
査

に
待
ち
た
い
が
、
と
り
あ
え
ず
各
遺
構
を
簡
単
に
整
理

・
分
類
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

○
尾
根
道
と
の
関
係

分
布
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
遺
構
は
鉢
伏
山
の
山
頂
下
か
ら
東
の
伏

木
台
地
方
向
へ
向
け
て
伸
び
る
尾
根
筋
に
立
地
す
る

（Ｇ
の
一
か
所
だ
け

が
Ｆ
か
ら
南
へ
分
岐
し
た
尾
根
筋
に
立
地
）。
こ
こ
に
は
尾
根
道
が
続
き
、

遺
構
は
こ
の
尾
根
道
沿
い
に
立
地
し
、
大
半
が
尾
根
道
部
分
を
掘
り
残
し

た
り
、
平
坦
面
の
中
に
道
を
通
し
て
い
る
。
こ
の
道
が
ど
こ
ま
で
続
く
か
、

全
域
は
未
踏
査
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
方
向
か
ら
見
て
東
の
伏
木
台
地
へ

降
り
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
伏
木
台
地
と
鉢
伏
山
山
頂
を
結
ぶ
ル

ー
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
。
全
体
を
通
し
て
、
各
遺
構
は
そ
の
尾
根
道
に
よ
っ

て
結
ば
れ
、
日
常
的
に
連
絡
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
遺
構
は
そ
の
尾
根
道
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
つ
た
と
言
え
る
。

○
遺
構
群
の
標
高
か
ら

各
遺
構
の
立
地
を
標
高
の
上
か
ら
見
て
み
る
と
、
図
７
の
と
お
り
最
高

所
の
Ａ
平
坦
面

（「平
和
の
鐘
」
広
場
下
）
が

一
人
Ｏ
ｍ
で
、
最
も
低
い

Ｊ
平
坦
面
が

一
三
四
ｍ
と
な
り
、
四
六

ｍ
の
標
高
差
が
あ
る
。
た
だ
し
、

図 6 平坦面 K～ M縄張図

図 7 鉢伏山周辺遺構群の標高比較
(言主)鉢伏山頂は遺構が確認できないが、参考のため記入してある。

ＣＢＡ鉢
伏
山
頂

DEFGHI」 KLM
(平坦面 )
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Ｊ
は
遺
構
群
の
存
在
す
る
エ
リ
ア
内
で
唯

一
尾
根
筋
を
約
二
〇
ｍ
も
下
っ

た
中
腹
部
に
立
地
す
る
、
や
や
例
外
的
存
在
で
あ
る
。
Ｊ
を
除
外
し
て
見

れ
ば
、
Ｌ
平
坦
面

（
一
四
四
ｍ
）
が
最
も
低
く
な
り
、
標
高
差
は
三
六

ｍ

と
な
る
。
同
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
遺
構
は
△
か
ら
東
端
の
Ｍ
に
向

け

（途
中
で
凹
凸
は
見
ら
れ
る
も
の
の
）、
全
般
的
に
立
地
場
所
が
次
第
に

下
降
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
だ
け
か
ら
見
れ
ば
、
今
は
遺
構
を
確

認
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
尾
根
筋
の
出
発
点
と
な
る
鉢
伏
山
の
山
頂
に

か
つ
て
同
様
の
遺
構
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
憶
測

で
は
あ
る
が
、
そ
の
遺
構
こ
そ
、
こ
れ
ら
遺
構
群
の
中
核
を
な
す
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
遺
構
群
の
造
成
方
法

さ
て
、
全
十
三
か
所
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
尾
根
筋
に
連
続
す
る
小
ピ

ー
ク
を
掘
り
込
み
、
平
坦
面
を
造
成
す
る
が
、
中
に
は
Ｃ
や
Ｋ
の
よ
う
に

頂
部
を
僅
か
に
削
平
し
た
平
坦
面
の
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
掘
り
込
み

平
坦
面
の
場
合
、
掘
り
残
し
は
必
ず
北
側
を
含
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
共
通

性
が
あ
る
。
逆
に
各
平
坦
面
が
開
口
す
る
方
向
は
、
ほ
ぼ
南
面
で
共
通
し

て
い
る

（た
だ
し
、
Ｆ
と
Ｇ
は
南
へ
分
岐
す
る
尾
根
筋
と
関
わ
る
た
め
、

西
に
向
け
開
口
す
る
）。
南
面
に
せ
よ
、
西
面
に
せ
よ
、
深
い
谷
に
面
す
る

点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
北
側
が
掘
り
残
さ
れ
て
い
る
理
由
は
明
確
で
は

な
い
が
、　
一
つ
の
考
え
と
し
て
北
風
を
防
ぐ
風
除
け
の
意
味
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
遺
構
群
の
広
さ

試
み
に
各
遺
構
の
平
坦
面
の
広
さ
を
単
純
に
東
西
×
南
北
で
比
較
し
た

も
つ
が
図
８
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
規
模
な
も
の
で
Ｄ

・
Ａ

・
Ｊ

の
よ
う
に
一
〇
ｍ
四
方
程
度
、
中
規
模
の
も
の
で
Ｅ

・
Ｇ
の
よ
う
に
一
五

ｍ
四
方
程
度
、
東
端
に
位
置
す
る
Ｍ
が
最
も
大
規
模

（二
六
×
一
〇

・
五

ｍ
）
と
い
う
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
の
分
類
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

30m

(東西)

DA」

‐
・
　
め
Ｄ２
●

Ｂ

Ｈ

○
防
御
の
意
識

造
成
時
の
掘
り
残
し
で
気
に
な
る
の
は
、
Ｄ
以
東
の
場
合
、
南

へ
張
り

出
し
て
立
地
す
る
Ｇ

・
Ｊ
を
除
き
、
東
側
を
土
塁
状
に
作
る
ケ
ー
ス
が
よ

く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
方
か
ら
道
を
登

っ
て
来
る
侵
入
者

に
備
え
た
構
え
と
み
て
よ
く
、
城
郭
と
は
違
う
も
の
の
、
多
少
の
防
御
を

意
識
し
た
構
造
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
東
端
部
の
Ｌ

・
Ｍ
な
ど
は
東
側
に

設
け
た
土
塁
に
よ

っ
て
進
入
口
を
谷
側
に
面
し
た
狭
い
場
所
に
限
定
し
て

お
り
、
木
戸
的
な
施
設
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
各
遺
構
を
結
ぶ

尾
根
道
自
体
も
途
中
を
人
為
的
に
細
く
し
、
多
人
数
で
歩
き
に
く
く
し
て

い
る
所
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
、
何
ら
か
の
防
御
を
意
識
し
た
も
の
と
み
な

せ
る
。

図 8 鉢伏山周辺遺構群の規模比較

(註)1 方形・非方形を問わず、平坦面の広さを東西×南北で大まかに記入した。
2平坦面が上下 2段から成るBについては、上段をBl、 下段をB2と し、上下段の

長さをまとめたものを別にBと して言己入した。



○
遺
構
群
の
性
格

こ
の
よ
う
に
麓
か
ら
離
れ
た
高
所
で
立
地
す
る
遺
構
の
性
格
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
多
少
の
防
御
を
意
識
し
た
所
は

あ
る
も
の
の
、
城
郭
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が

一
定
の
間
隔
を

置
い
て
独
立
し
た
形
で
存
在
す
る
こ
と
は
、
城
郭
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に

欠
け
、
攻
撃
を
受
け
た
際
の
防
衛
に
も
不
利
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
次
に

考
え
ら
れ
る
の
は
山
岳
寺
院
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
な
文
献
史
料

・
伝
承
が

残
ら
な
い
が
、
遺
構
の
立
地
状
況
か
ら
見
て
、
鉢
伏
山
山
頂
を
主
体
部
と

し
て
堂
舎

・
僧
坊
な
ど
を
東
に
向
け
て
伸
び
る
尾
根
筋
に
配
置
し
た
プ
ラ

ン
の
寺
院
が
想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
か
す
か
な
手
が
か
り
の

一
つ

は
十
五
世
紀
後
半
の
中
世
史
料
に
見
え
る
、
前
述
の

「常
香
寺
」
で
あ
る
。

無
論
、
実
態
な
ど
詳
細
は
不
明
だ
が
、
現
在
の
鉢
伏
山
南
麓
、
城
光
寺
の

地
名
の
元
に
な

っ
た
寺
で
あ
り
、
可
能
性
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
お
き
た

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
詳
細
な
調
査
に
よ

っ
て
時
期
や
性
格
が

明
ら
か
と
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

（三
）
鉢
伏
山
―
城
光
寺
道
遺
構
群

遺
構
は
平
坦
面
だ
け
で
は
な
い
。
先
に
郷
土
資
料
館
の
東
南
に
あ
る
小
ピ

ー
ク

（平
坦
面
Ｃ
）
に
つ
い
て
述
べ
た
際
、
尾
根
道
が
そ
の
手
前
で
南
へ
分

岐
し
、
別
の
道
が
そ
ち
ら
へ
下
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
実
は
こ
の
ル

ー
ト
こ
そ
、
鉢
伏
山
の
山
頂
と
南
麓
の
城
光
寺
集
落
を
結
ぶ
古
い
道
筋
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上

「鉢
伏
山
―
城
光
寺
道
」
と
呼
ぶ
。

今
回
の
踏
査
の
過
程
で
こ
の
道
沿
い
で
興
味
深
い
遺
構
を
発
見
で
き
た
。
そ

れ
は
尾
根
筋
を
断
ち
切
る
堀
切
の
遺
構
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
計
三
か
所
で
あ

る
が
、
最
も
高
所
で
資
料
館
に
近
い
堀
切
は
、
以
前
西
井
龍
儀
氏
か
ら
ご
教

示
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
麓
に
近
い
方
の
二
か
所
は
今
回
の
踏
査
時
に
確
認

し
た
も
の
で
あ
る
。

堀
切
は
こ
の
尾
根
道
の
通
行
を
遮
断
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
軍
事
上
の

防
御
施
設
で
あ
り
、
戦
国
期
の
遺
構
と
見
て
よ
い
。
こ
の
種
の
堀
切
遺
構
は

南
砺
の
平
野
部
と
五
箇
山
を
画
す
る
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
清
水
山
地
稜
線
で

も
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
稜
線
を
た
ど
る
中
世
の
信
仰
と
軍
事
の

道

「道
宗
道
」
の
通
行
を
遮
断
す
る
軍
事
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

構
築
さ
れ
た
の
は
、
五
箇
山
を
め
ぐ
る
情
勢
が
最
も
緊
迫
し
た
天
正
九

（
一

五
人

一
）
～

一
〇
年
を
中
心
と
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
②
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
う
し
た
堀
切
が
設
け
ら
れ
る
前
提
と
し
て
、
こ
の
尾
根
道
が
城
光
寺
側
か

ら
鉢
伏
山
へ
登
る
、
中
世
の
幹
線
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
つ
ま

り
、
鉢
伏
山
―
城
光
寺
道
は
二
上
山
塊
に
登
る
主
要
な
古
道
の
一
つ
と
み
な

し
て
よ
い
。
そ
し
て
戦
国
期
、
こ
の
山
児
に
拠
っ
た
勢
力
が
防
御
の
た
め
に

こ
う
し
た
堀
切
を
途
中
の
道
に
設
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
前
記
全

）
の
遺
構
群
が
存
在
す
る

「鉢
伏
山
頂

―
伏
木
台
地
」
の
尾
根
道
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
全
一
の
ル
ー
ト
と
違
い
、
尾

根
筋
を
遮
断
す
る
堀
切
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
全

）
の
尾
根
道
が
麓
と
山

頂
を
結
ぶ

一
般
的
な
交
通
路
で
は
な
く
、
遺
構
群
の
平
坦
面
同
士
の
連
絡
を

主
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

で
は
、
各
堀
切
を
見
て
い
き
た
い
。

〔堀
切
１
〕

平
坦
面
Ｃ
の
手
前
に
あ
る
分
岐
点
か
ら
六
六

ｍ
南
へ
進
ん
だ
所
に
、
上

幅
四

ｍ
で
尾
根
筋
を
断
ち
切
る
形
で
堀
切
（ｈ
ｌ
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る

（図
４
参
照
）
。
こ
こ
は
分
岐
点
の
あ
る
尾
根
筋
か
ら
六

ｍ
低
い
水
平
な
尾

根
筋
で
、
標
高
は

一
五
二
ｍ
程
度
で
あ
る
。
堀
切
の
深
さ
は
一
・
六

ｍ
で
、

北
側
に
少
し
盛
土
し
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
岐
点
ま
で
、
現
在
の

道
は
尾
根
上
を
通
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
堀
底
の
西
端
か
ら
尾
根
筋
の
西

側
下
を
通
り
、
分
岐
点
の
西
で
上
の
尾
根
道
に
出
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

無
論
、
こ
う
し
た
脇
の
迂
回
路
は
近
世
以
降
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
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〔堀
切
２
〕

次
の
二
か
所
の
堀
切
は
、
資
料
館
か
ら
麓
ま
で
の
中
間
付
近
に
存
在
す

る
。
ま
ず
堀
切
（恥
２
）
は
道
沿
い
の
標
高

一
一
三

・
三

ｍ
の
小
ピ
ー
ク
を

越
え
て
下
っ
た
付
け
根

（標
高
九
四
ｍ
）
に
あ
る
。
こ
こ
は
ち
ょ
う
ど
両

側
か
ら
小
さ
な
谷
が
入
り
、
尾
根
筋
が
く
び
れ
て
狭
ま
っ
た
所
で
あ
る
。

こ
こ
に
尾
根
の
北
側
を
上
幅
六

ｍ
、
深
さ
三

・
二
ｍ

（ピ
ー
ク
側
）
で
大

規
模
に
掘
り
込
ん
だ
堀
切
が
残
さ
れ
て
い
る
。
尾
根
の
反
対
側
は
掘
り
残

さ
れ
、
上
幅
二

・
二
ｍ
の
土
橋
の
通
路
と
し
て
い
る
。
片
堀
切
で
は
あ
る

が
、
当
ル
ー
ト
上
で
最
も
大
規
模
な
守
り
で
あ
る
。

〔堀
切
３
〕

堀
切
（Ｎｏ
２
）か
ら
麓
側
へ
さ
ら
に
三
五
ｍ
程
度
進
ん
だ
地
点

（標
高
九

六

ｍ
）
で
、
東
側
か
ら
小
さ
な
谷
が
入
る
所
に
尾
根
道
の
両
側
を
掘
り
込

ん
だ
堀
切
（ｈ
３
）
が
見
ら
れ
る
。
尾
根
道
は
中
央
に
掘
り
残
し
て
あ
り
、

土
橋

（上
幅
〇

・
八
ｍ
）
の
通
路
と
し
て
い
る
。
西
側
は
少
し
埋
ま
っ
た

せ
い
か
、
形
が
や
や
不
明
瞭
だ
が
、
東
側
に
は
上
幅
四
ｍ
の
堀
が
明
瞭
に

残
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
側
の
堀
底
は
二
段
に
な
っ
て
い
る
。
堀
切
の
両
側

は
急
峻
な
斜
面
と
な
っ
て
落
ち
て
い
る
。

註

『増
補
　
続
史
料
大
成
』
第
十
二
巻

高
岡
　
徹

「越
中
五
箇
山
を
め
ぐ
る
城
砦
群
と
戦
国
史
の
様
相
」

翁
中
世
の
風
景
を
読
む
』
第
四
巻
）

（
三
）

二
上
山
南
部
遺
構
群

〔馬
　
場
〕

二
上
山
の
山
頂
部
に
城
郭
の
遺
構

（二
上
山
城
）
が
残
る
こ
と
を
報
告

し
た
の
は
、
先
の

『概
報
』
Ｉ
の
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
以

前
、
独
自
に
踏
査
を
続
け
て
い
た
平
成
八
年
冬
、
同
山
頂
下
の
南
側
斜
面

で
広
大
な
平
坦
面
を
確
認
し
て
い
る
。
場
所
は
万
葉
ラ
イ
ン
直
下
で
悪
王

子
社
の
西
側
で
あ
る
。
広
さ
は
六
五
×
六
〇
ｍ
程
度
で
、
西
側
と
南
側
に

向
け
ゆ
る
く
傾
斜
し
た
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
主
平
坦
面
と
す
る

と
、
南
側
に
は
階
段
状
に
帯
郭
状
の
平
坦
面
が
付
随
す
る
。
そ
れ
ら
の
上

幅
は
中
央
で
四
～
五
ｍ
程
度
で
あ
る
。
付
図
に
は
上
か
ら
五
段
を
表
現
し

て
い
る
が
、
こ
の
下
に
も
ま
だ
い
く
つ
か
の
段
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
段
が
防
御
を
目
的
と
し
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ
ろ
性
格
は

(作図 高岡 徹)

② ①

図 9 堀切 2と 堀切 3
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不
明
で
あ
る
。

当
初
や
や
自
然
地
形
に
近

い
、
こ
の
広
大
な
平
坦
面
の

性
格
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
だ

が
、
『概
報
』
Ｉ
に
掲
載
し

た

「嘉
永
五
年
四
月
五
日
二

上
山
城
跡
江
御
登
山
御
道
筋

之
図
」

（以
下
、
「登
山
図
」

と
呼
ぶ
）
を
見
出
し
た
際
、

当
該
地
点
に
長
方
形
の
平
坦

面
を
描
き
、
「馬
場
」
と
し

て

「立
甘
五
間
、
横
九
間
」

（約
四
六
×

一
六

ｍ
）
と
付

記
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
規
模
に
相
当
す
る
箇
所
が
平
坦
面

の
内
の
ど
こ
な
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
万
葉
ラ
イ
ン
に
近
く
、　
一
段
高

く
な
っ
た
北
側
部
分
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「登
山
図
」
は
守
山
城
の

主
要
遺
構
を
中
心
に
描
く
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た

「馬
場
」
は
幕

末
の
地
元
に
残
る
何
ら
か
の
伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
守

山
城
の
中
心
部
と
は
大
き
な
谷
を
隔
て
る
が
、
相
互
に
視
認
で
き
る
位
置

関
係
に
あ
り
、
尾
根
伝
い
の
道
で
結
ば
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
在
の
地
元
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
広
い
平
坦
面
を

「御

前
下
」
と
呼
び
、
馬
場
に
相
当
す
る

「馬
駆
場
」
（ウ
マ
カ
ケ
バ
）
を
守
山

城
本
九
北
東
側
の
駐
車
場
付
近
と
し
て
い
る
①
。
幕
末
の
絵
図
に
記
入
さ

れ
た
位
置
と
は
異
な
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

〔旧
道
と
二
重
竪
堀
〕

さ
て
、
嘉
永
五
年

（
一
人
五
二
）
の

「登
山
図
」
で
加
賀
藩
主
前
田
斉

泰
に
よ
る
登
山
ル
ー
ト
を
見
る
と
、
悪
王
子
社
か
ら
①
前
記
の
「馬
場
」

に
下
っ
て
守
山
城
に
至
る
も
の
と
、
②
そ
の
ま
ま
山
頂
の

「本
社
」
に
登

り
、
そ
こ
か
ら
尾
根
伝
い
に
守
山
城
に
至
る
も
の
、
の
ニ
ル
ー
ト
が
描
か

れ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
冬
、
こ
の
内
の

「馬
場
」
に
下
る
ル
ー
ト
を

「登
山
図
」
に
従
い
追
跡
す
る
と
、
「馬
場
」
の
北
側
の
へ
り
を
通
っ
て
山

頂
南
側
斜
面
を
巻
き
、
山
頂
南
西
下
の
谷
間
に
続
く
道
形
が
今
も
明
瞭
に

残
っ
て
い
た
。
そ
の
道
幅
は

「馬
場
」
を
過
ぎ
た
所
で
二
ｍ
を
測
る
。

た
だ
し
、
こ
の
道
は
谷
の
奥
に
入
る
手
前
で
設
け
ら
れ
た
二
重
の
竪
堀

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
そ
の
先
が

一
部
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
本
の
竪

堀
の
内
、
南
側
は
崩
れ
な
ど
に
よ
っ
て
元
の
形
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
北

側
に
つ
い
て
は
上
幅
が
三

ｍ
で
あ
る
。
こ
の
竪
堀
は
何
の
た
め
に
存
在
す

る
の
か
。
掘
ら
れ
た
場
所
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
道
の
遮
断
を
意
図
し

た
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
旧
道
は
中
世
以
来
、
守
山
城
の
あ
る

ピ
ー
ク
と
悪
王
子
社
の
ピ
ー
ク
を

（二
上
山
頂
を
迂
回
す
る
形
で
）
結
ん

だ
古
道
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
の
あ
る
時
期
に
二

上
山
城
や
守
山
城
へ
の
侵
入
を
阻
む
た
め
に
設
け
ら
れ
た
防
御
施
設
と
見

て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
「登
山
図
」
に
は
こ
の
ル
ー
ト
沿
い
の
谷
奥
に

「清
水
」
と

記
入
し
、
水
の
得
ら
れ
る
場
所
を
図
示
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
も
明
確
な

道
形
が
失
わ
れ
、
正
確
な
ル
ー
ト
は
た
ど
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
上
慈
尊

院
所
蔵

・
万
延
元
年

（
一
人
六
〇
）
作
成
の

「
一
山
境
界
分
間
絵
図
」
に

は
こ
こ
を

「字
養
老
水
」
と
し
、
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
描

い
て
い
る
。

ま
た

「此
清
水
東
海
老
坂
村
領
用
水
々
源
」
と
も
付
記
す
る
②
。
東
海
老

坂
村
に
と

っ
て
は
大
切
な
水
源
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

谷
奥
の
水
源
付
近
か
ら
竪
堀
の
反
対
側
斜
面
に
出
て
西
に
進
む
と
、
途

中
か
ら
道
跡
ら
し
き
も
の
が
た
ど
れ
、
や
が
て
二
上
山
頂
か
ら
守
山
城
に

続
く
尾
根
筋
の
上

へ
と
登
り
、
万
葉
ラ
イ
ン
近
く
で
痕
跡
が
消
え
て
い
る
。

お
そ
ら
く
車
道
建
設
時
に
地
形
が
変
わ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

iノ

写真2 守山城跡より「馬場」跡を望む



(作図 高岡 徹)

〔牛
ヶ
首
堀
切
〕

二
上
山
山
頂
部
と
野
営
場
を
結
ぶ
車
道
の
中
間
、
悪
王
子
社
の
東
側
で

一
本
の
尾
根
筋
が
東
南
へ
分
岐
す
る
。
こ
の
尾
根
上
を
た
ど
る
ル
ー
ト
は

前
田
斉
泰
に
よ
る
二
上
山
の
登
山
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。
前
記
分
岐
点
よ
り

こ
の
道
を
進
む
と
、
標
高

一
人
三
ｍ
地
点
で
先
端
部
が
や
や
広
く
な
る
。

こ
こ
か
ら
左
へ
回
り
込
む
よ
う
に
道
が
下
降
し
、
そ
の
下
が
狭
い
鞍
部

（標
高

一
六
二
ｍ
）
と
な
る
。
ち
ょ
う
ど
南
北
両
側
か
ら
深
い
谷
が
入
っ
た

所
で
あ
る
。
こ
こ
は
歩
道
の
幅

（二

・
五
ｍ
）
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
谷
が
迫
っ

た
、
極
端
に
細
い
土
橋
状
の
尾
根
道
で
あ
り
、
こ
の
南
側
に
上
幅
四
ｍ
程

度
で
、
斜
面
を
削
り
立
て
た
堀
切
の
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
北
側
に
も
明
確

で
は
な
い
が
、
上
幅
六

ｍ
程
度
で
掘
り
込
ん
だ
形
跡
が
あ
る
。
も
と
も
と

狭
く
な
っ
た
や
せ
尾
根
の
上
部
を
利
用
し
て
堀
切
を
設
け
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
西
側
が
二
〇
ｍ
も
高
く
そ
び
え
る
こ
と
か
ら
、
当
ル
ー
ト
を
登

っ
て
来
る
者
を
迎
え
撃
つ
場
所
と
し
て
十
分
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
堀
切
の
あ
る
鞍
部
の
地
名
を
前
記
の
養
老
寺

一
山
境
界
分

間
絵
図
で
は

「牛
ヶ
首
」
と
記
し
て
い
る
。

〔射
水
神
社
北
堀
切
〕

前
述
の
牛
ヶ
首
か
ら
南
へ
下
っ
た
、
標
高

一
〇
八
ｍ
付
近
に
あ
る
。
こ

こ
は
道
が
大
き
く
折
れ
る
所
で
も
あ
り
、
そ
の
屈
折
点
の
南
側
で
両
側
の

斜
面
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
尾
根
道
を
拡
幅
し
、

旧
状
を
把
握
し
に
く
い
が
、
西
側
に
上
幅
三
ｍ
の
小
規
模
な
く
ば
み
、
東

側
に
は
上
幅
八

ｍ
程
度
で
斜
面
を
大
き
く
掘
り
込
ん
だ
跡
が
見
ら
れ
る
。

牛
ヶ
首
と
同
様
、
二
上
山
山
頂
へ
の
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る
防
御
施
設
で
あ

ろ

つゝ
。

〔野
営
場
南
堀
切
〕

二
上
山
の
山
頂
部
か
ら
南
の
尾
根
筋
へ
下
り
、
広
々
と
し
た
野
営
場
を

過
ぎ
る
と
、
尾
根
筋
は
狭
ま
り
、
ほ
ぼ
水
平
に
南
西
へ
と
続
い
て
い
る
。

現
在
の
遊
歩
道
は
こ
の
尾
根
上
の
東
側
を
削
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ

て
、
前
記
野
営
場
の
南
端
の
付
け
根
か
ら
二
人
ｍ
歩
い
た
所

（標
高

一
五

四
ｍ
）
に
堀
切
の
遺
構
が

一
か
所
認
め
ら
れ
る
。
現
状
は
遊
歩
道
に
沿
っ

た
旧
尾
根
の
上
部
を
上
幅
五
ｍ
で
掘
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
深
さ
は
南

側
で
二

・
七

ｍ
を
測
り
、
北
側

（野
営
場
側
）
に
は
谷
に
面
し
て
一
段
低

く
四
×
四
ｍ
の
平
坦
面
を
設
け
る
。
堀
底
は
谷
側
に
下
っ
て
い
る
。
形
の

上
で
は
片
堀
切
と
な
る
が
、
反
対
の
東
側
斜
面
に
土
砂
が
流
れ
て
溜
ま
っ

た
形
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
尾
根
筋
全
体
を
切
断
す
る
形
で
横
切

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
の
ち
に
遊
歩
道
を
作
っ
た
際
、
東

図10「馬場」と二重竪堀
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半
分
を
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
は
南
麓
の
二
上
集
落
側

か
ら
二
上
山
頂

へ
登
る
ル
ー
ト
に
あ
た

っ
て
お
り
、
中
世
に
も
こ
の
尾
根

道
が
使
わ
れ
、
山
頂
部
に
存
在
し
た
二
上
山
城
な
ど
の
防
御
施
設
と
し
て

設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔二
上
山
南
物
見
台
〕

前
記
野
営
場
の
南
堀
切
よ
り
遊
歩
道
を
南
西
方
向
に
進
む
と
、
大
き
な

ピ
ー
ク
が
行
く
手
に
存
在
す
る
。
そ
こ
は
標
高

一
六
二

・
五
ｍ
の
高
台
で

大
き
な
円
墳
の
遺
構
が
あ
る
。
コ

山
境
界
分
間
絵
図
」
で
は
こ
こ
を

「字

経
塚
」
と
記
し
て
い
る
。
遊
歩
道
は
こ
の
ピ
ー
ク
に
は
登
ら
ず
、
手
前
で

左
に
折
れ
、
谷
に
面
し
た
中
腹
を
た
ど
り
、
前
記
ピ
ー
ク
か
ら
東
へ
張
り

出
し
た
尾
根
筋
へ
と
続
く
。
遊
歩
道
は
そ
の
先
端
部
に
あ
る
小
ピ
ー
ク

（標
高

一
一
二
ｍ
）
手
前
で
右
手
に
折
れ
、
南
側

（麓
）
へ
と
下
っ
て
行

く
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
反
対
側
の
左
手
に
降
り
る
ル

ー
ト
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
手
前
が
ち
ょ
う
ど
窪
ん
だ
三
差
路

に
な
る
。
こ
の
三
差
路
は
本
来
、
ピ
ー
ク
の
西
側
で
尾
根
道
を
断
ち
切
る

堀
切
（
３
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
両
側
か
ら
谷
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
く

び
れ
を
利
用
し
て
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
堀
切
の
上
幅
は
三

ｍ
で
、
堀
底

の
中
央
が
土
橋
状
に
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
堀
切
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
小
ピ
ー
ク
の
上
部
は
、
大

き
く
見
て
も
二
三
×
三
二
ｍ
程
度
の
広
さ
し
か
な
い
。
こ
の
中
に
小
さ
く

刻
ま
れ
た
、
僅
か
な
平
坦
面
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

ト
ッ
プ
の
南
側
に
は
小
尾
根

を
挟
ん
だ
堀
切
（ｂ
）、
北
側

に
は
小
規
模
な
竪
堀
（
し
を

設
け
た
形
跡
が
あ
る
。
ま
た
、

ピ
ー
ク
か
ら
東
の
先
端
に
伸

び
る
尾
根
筋
の
途
中
に
も
北

側
に
片
堀
切

（
ｄ
、
上
幅

二
・
五
ｍ
）
を
設
け
て
い
る
。

内
部
の
平
坦
面
が
狭
小
で
、

防
御
も
さ
さ
や
か
な
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
砦
と
い
う

よ
り
は
東
の
射
水
神
社
側
の

谷
や
南
の
二
上
集
落
側
な
ど

を
見
下
ろ
す
物
見
施
設
の
あ

(作図 高岡 徹)図11 野営場南堀切縄張図

写真 3 二上山南物見台の西側堀切 (a)



＝
沐
■
―

っ
た
所
で
あ
り
、
二
上
集
落
側
か
ら
二
上
山
頂
へ
登
る
ル
ー
ト
沿
い
の
呑

所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
ピ
ー
ク
か
ら
南

側
へ
降
り
た
尾
根
筋
の
付
け
根
に
は
上
幅
三

・
五
～
四
ｍ
の
片
堀
切
（
已

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上

「二
上
山
南
物
見
台
」
と
呼
ぶ
。

〔向
山
遺
構
群
〕

先
に
野
営
場
の
南
西
に
あ
る
大
型
円
墳
の
ピ
ー
ク

（「字
経
塚
し

に
つ

い
て
記
し
た
。
こ
の
ピ
ー
ク
は
麓
か
ら
で
も
目
立
つ
形
で
中
腹
に
そ
び
え
、

見
分
け
や
す
い
。
こ
こ
か
ら
南
西
の
旧
守
山
城
下
町
方
向
に
下
る
大
き
な

尾
根
筋
が
あ
り
、
そ
の
先
端
、
旧
城
下
町
跡
を
見
下
ろ
す
ピ
ー
ク

（標
高

七
五

・
六

ｍ
）
を
地
元
で

「向
山
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
周
辺

に
注
目
さ
れ
る
遺
構
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
以
下
、
便
宜
上
の
名
称
を

付
し
て
見
て
行
き
た
い
。

（１
）向
山
屋
敷

同
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
尾
根
筋
か
ら
南
西
側
に
降
り
た
所
を
大
規
模

に
掘
り
込
み
、
広
大
な
平
坦
面
を
造
成
し
て
い
る
。
広
さ
は
約
四
〇
×

四
五

ｍ
で
方
形
に
近
い
が
、
南
面
が

一
部
東
側
に
伸
び
た
形
で
あ
る
。

こ
こ
を
中
心
部

（平
坦
面
Ａ
）
と
す
る
と
、
そ
の
東
南
側
に
一
段
低
く

斜
面
を
掘
り
込
み
、
東
西
の
両
脇
を
掘
り
残
し
の
土
塁
で
画
し
た
、
方

形
の
平
坦
面
Ｂ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
内
部
は

一
九
×
一
一
ｍ
で
、
ピ
ー

ク
側
に
一
段
高
く
幅
二
ｍ
の
細
長
い
平
坦
面
が
付
随
す
る
。
こ
こ
は
主

平
坦
面
か
ら
は
奥
ま
っ
た
陰
の
位
置
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
に
付
随

し
た
特
別
な
関
連
施
設
が
存
在
し
た
と
も
み
ら
れ
る
。
同
様
に
Ｂ
の
南

面

一
段
下
に
三
〇
×
八

・
五

ｍ
の
平
坦
面
Ｃ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
Ａ
の
付
属
施
設
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
の
南
面
に
は
竪
堀
状
の
掘
り
込
み
が
二
本

（
ａ
、
ｂ
）
見
ら
れ
る
。

こ
の
内
、
西
側
の
ａ
は
も
と
も
と
の
谷
筋
を
利
用
し
た
も
の
で
、
東
側

に
あ
る
小
尾
根
を
竪
土
塁
状
に
削
り
立
て
て
い
る
。
隣
の
ｂ
は
上
幅
五

ｍ
で
、
上
部
が
崩
れ
て
い
る
。

Ａ
の
南
西
角
か
ら
南
側
斜
面
に
折
り
返
し
て
下
る
道
が
続
く
が
、
途

中
で
消
え
て
お
り
、
時
期
や
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
Ａ
の

南
西
角
か
ら
西
側
の

「内
輪
子
」
谷
に
下
る
尾
根
上
に
三
、
四
か
所
程

(作 図 高岡 徹)図12 二上山南物見台縄張図
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要

度
の
小
さ
な
削
平
面
が
途

中
に
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
平
坦

面
の
上
に
位
置
す
る
ピ
ー

ク
上
は
、
ほ
ぼ
自
然
地
形

だ
が
、
Ａ
の
北
端
か
ら
東

の
延
長
上
に
尾
根
筋
を
切

る
堀
切
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
上
幅
は
四

・
七

ｍ
、

屋
敷
側
の
南
側
に
は
少
し

土
を
盛

っ
て
高
く
す
る
。

そ
れ
で
も
現
況
は
中
央
で

一
・
五

ｍ
の
深
さ
を
測
る

程
度
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
堀
切
は
向
山
平
坦
面
の
背
後
を
守
り
、
外
部
と
画
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
こ
こ
よ
り
北
側
の
ピ
ー
ク
上
に
は
前
方
後
方
墳
な
ど
が
立

地
す
る
。

で
は
、
こ
の
向
山
山
上
の
平
坦
面
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
の
か
。
立
地
的
に
は
旧
城
下
町
や
小
矢
部
川
の
屈
曲
部
、
街
道
な

ど
が
見
下
ろ
せ
、
守
山
城
の
中
で
も
特
に
城
下

一
帯
と
関
わ
り
の
深
い

施
設
が
存
在
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
今
後
の
調
査
を
待
ち

た
い
が
、
次
の
（２
）
と
（３
）
の
遺
構
に
武
家
屋
敷
の
伝
承
も
あ
る
③
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
は
前
田
利
長
期
の
家
臣
団
屋
敷
の

一
つ
で
、
重
臣
ク

ラ
ス
が
居
住
し
た
屋
敷
跡
と
推
測
し
て
お
く
。

（２
）
向
山
西
屋
敷

前
記
向
山
屋
敷
の
西
麓
に
位
置
す
る
平
坦
面

（標
高

一
六

・
七

ｍ
）

で

「内
輪
子
」
谷
に
面
す
る
。
今
回
報
告
す
る
（１
）
～
（３
）
平
坦
面
の

中
で
は
最
も
平
地
に
近
い
位
置
に
あ
る
。
こ
こ
は
谷
筋
の
東
側
の
へ
り

に
あ
た
り
、
谷
側
の
水
田
と
は
小
川
で
隔
て
ら
れ
、
水
田
面
か
ら
五
ｍ

程
度
の
高
さ
が
あ
る
。
内
部
の
広
さ
は
二
〇
×
八
〇
ｍ
程
度
で
あ
る
。

こ
こ
も
利
長
期
の
家
臣
団
屋
敷
の
一
つ
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
特

に
こ
こ
は
利
長
期
の
登
城
路
が
通
る

「内
輪
子
」
谷
の
入
口
に
近
接
す

る
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
谷
へ
の
出
入
口
を
守
る
役
割
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（３
）対
馬
屋
敷

向
山
屋
敷
の
北
、
「内
輪
子
」
谷
に
面
す
る
大
き
な
平
坦
面
で
あ
る
。

地
元
で
は

「
ツ
ツ
マ
デ
ン

（ド
ン
と

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
④
、
そ
れ

は

「高
岡
市
内
地
域
別
小
字
表
」
（昭
和
五
十
九
年
）
に
東
海
老
坂
地

内
の
小
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

「津
島
ど
ん
」
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の

「津
島
」
を

「対
馬
」
と
み
な
せ
ば
、
「対
馬
殿

（で
ん
と

と
な
る
。
「殿

（で
ん
と

は
小
学
館

『国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「貴

人
の
邸
宅
ま
た
は
社
寺
な
ど
の
建
物
」
の
意
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
最

も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
前
田
対
馬
守
長
種
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

前
田
長
種
は
加
賀
藩
の
老
臣
で
、
天
正
十
二
年

（
一
五
人
四
）
尾
張

か
ら
加
賀
に
来
て
前
田
利
家
に
仕
え
て
一
万
石
を
受
け
、
七
尾
城
を
守

っ
た
。
翌
年
、
利
家
の
娘
幸
姫
を
嬰
つ
て
室
と
し
、
同
十
四
年
守
山
城

に
転
じ
た
。
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）
以
降
利
常
養
育
の
任
に
あ
た
り
、

慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
富
山
に
移
っ
て
三
千
石
を
増
し
、
同
六
年
従

五
位
下
対
馬
守
に
叙
任
、
同
十

一
年
小
松
に
移
っ
て
五
千
石
を
加
え
、

前
後
累
計
二
万
石
に
及
ん
だ
。
寛
永
八
年

（
一
六
三

一
）
八
十
二
歳
で

小
松
に
没
し
た
と
い
う
⑤
。
す
な
わ
ち
、
文
禄
二
年
に
生
ま
れ
た
前
田

利
常

（幼
名
猿
千
代
、
の
ち
犬
千
代
）
は
前
田
長
種
に
預
け
ら
れ
、
守

山
の
城
で
養
育
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
平
坦
面
の
場
所
を
地
元
の
伝

承
に
よ
り

「対
馬
殿
」
と
す
る
な
ら
、
ま
さ
に
重
臣
前
田
対
馬
守
長
種

議 と速 |
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の
屋
敷
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
中
で
の
ち
の
第
三
代
加
賀
藩
主
と

な
る
前
田
利
常
が
養
育
さ
れ
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
平
坦
面
は
標
高
四
〇

。
一
ｍ
で
、
高
さ
の
上
で
は
（１
）
よ
り
低

く
、
（２
）
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
に
立
地
す
る
。
（２
）
と
同
様

「内
輪
子
」

谷
に
面
し
、
下
の
水
田
面
か
ら
約
二
六

ｍ
の
高
さ
が
あ
る
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
こ
の
谷
を
挟
ん
で
向
か
い
側
の
尾
根
筋
か
ら
降
り
る

「殿
様

道
」
の
登
城
路
を
正
面
か
ら
見
据
え
る
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
点
に
あ
る
。
利
常
の
養
育
と
い
い
、
登
城
路
の
出
入
日
の
監
視
と
い

い
、
利
家
か
ら
信
任
さ
れ
た
長
種
の
屋
敷
に
ふ
さ
わ
し
い
立
地
と
い
う

他
は
な
い
。

規
模
も
大
身
に
ふ
さ
わ
し
く
大
き

い
も
の
で
、
下
部
に
付
随
す
る
平

坦
面
を
除
き
、
北
端
ま
で
約
五
〇
×

一
六
〇

ｍ
に
も
達
す
る
。
こ
れ
だ

け
の
平
坦
面
を
造
成
す
る
た
め
、
東
側
の
斜
面
も
か
な
り
掘
り
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
斜
面
の
裾
に
は

一
段
高
く
細
長
い
平
坦
面
も
付
随
す
る
。

北
端
に
は
、
自
然
の
谷
を
利
用
し
た
大
き
な
掘
り
込
み
が
あ
り
、
そ
の

奥
が
中
心
部
か
ら
隔
て
ら
れ
た
小
空
間
に
な

っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
奥

ま

っ
た
施
設
跡
の
よ
う
で
あ
る
。

後
世
、
屋
敷
跡
は
畑
地
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
良
好
に

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
敷
主
の
重
臣
の
名
前
が
判
明
す
る
、

近
世
初
期
の
城
郭
に
伴
う
武
家
屋
敷
遺
構
と
し
て
、
守
山
城
と
共
に
特

に
将
来
的
な
詳
細
調
査
と
保
存
措
置
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

〔内
輪
子
谷
惣
構
〕

近
年
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
踏
査
か
ら
、
麓
付
近
の
登

城
路

（「殿
様
道
し

に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
「殿
様
道
」
の
ル
ー

ト
が
い
つ
の
時
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
、
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
確
実

に
は
前
田
利
長
期
、
推
測
で
は
あ
る
が
佐
々
成
政

・
神
保
氏
張
の
在
城
期

く
ら
い
ま
で
は
、
ほ
ぼ
さ
か
の
ぼ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
守
山
城
の
あ
る
ピ
ー
ク
か
ら
南
西
に
向
け
、
ま
っ
す
ぐ
に
尾
根

を
下
る

「殿
様
道
」
は
麓
近
く
で
左
に
折
れ
、
東
側
の
内
輪
子
谷
に
下
る
。

谷
に
降
り
た
道
は
東
南
の
対
馬
屋
敷
方
向
へ
向
か
い
、
屋
敷
の
直
下
で
右

に
大
き
く
折
れ
、
谷
の
入
口
へ
と
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
谷
口
の
手
前
で

は
向
山
西
屋
敷
の
前
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、

谷
の
内
部
で
の

「殿
様
道
」
の
ル
ー
ト
は
尾
根
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
屋
敷

か
ら
監
視
を
受
け
な
が
ら
進
む
形
と
な
り
、
か
な
り
意
図
的

・
計
画
的
に

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
道
が
谷
の
入
口
で
ク
ラ
ン
ク
す
る
こ
と
で
あ

(作図 高岡 徹)
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り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
面
を
水
路
が
横
切

っ
て
い
る
。
古
い
地
籍
図
で
確

認
す
る
と
、
谷
の
入
口
を
直
線
で
横
切
る
水
路
と
、
そ
の
北
側

（谷
の
内

側
）
に
付
随
す
る
細
長
い
地
割
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
水
路
と
そ
の
帝
状

地
割
は
谷
の
入
口
を
仕
切
る
形
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
路
が
堀
、

帯
状
地
割
が
そ
の
内
側
の
土
塁
跡
を
示
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
土
塁
と
堀
は
対
馬
屋
敷
な
ど
の
主
要
施
設
が
面
す

る
、
守
山
城
登
り
口
の
重
要
な
谷
筋
を
防
御
す
る
施
設
だ

っ
た
と
み
ら
れ

る
。
そ
し
て
守
山
城
下
町
か
ら
内
輪
子
谷
に
入
る
登
城
路
が
そ
の
中
央
を

貫
い
て
進
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
折
れ
を
設
け
る
こ
と
で
防
御
を

さ
ら
に
厳
し
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
こ
こ
に
は
ク
ラ
ン
ク
に
合

わ
せ
た
枡
形
土
塁
と
門
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
地
籍
図
か
ら
は
谷
の
内
部
に
殿
様
道
に
沿

っ
て
短
冊
型
の
地
割

が
続
い
て
い
る
。
単
純
な
発
想
だ
が
、
こ
の
谷
の
内
部
を
中
下
級
家
臣
な

ど
の
屋
敷
地
区
に
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、

仕
切
り
の
ラ
イ
ン
を
出
た
所
に
は

「紺
屋
町
」
の
地
名
が
残

っ
て
い
る
⑥
。

ラ
イ
ン
を
挟
ん
だ
外
側
に
は
、
職
人
の
町
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
見
て
い
く
と
、
谷
の
入
口
に
設
け
た
仕
切
り
の
土
塁

・
堀
は
、
守

山
城
の
麓
に
存
在
し
た
武
家
屋
敷
地
区
を
守
る
と
共
に
、
外
部
の
町
人

・

職
人
な
ど
が
主
体
の
町
屋
地
区

（守
山
町
）
と
の
間
を
区
画
す
る

「惣
構
」

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
。
時
期
的
に
は
前
田
利
長
期

と
み
な
せ
よ
う
。
こ
の
種
の
惣
構
は
全
国
的
に
も
多
く
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
内
容
は
筆
者
が
長
年
、
こ
の
谷
筋
か

ら
守
山
城
本
丸
を
見
上
げ
思
い
描
い
た
、　
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
プ

ラ
ン
で
あ
り
、
推
測
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
発
掘
調
査
な
ど
に
よ

っ
て
、

前
述
の

「惣
構
」
や
谷
の
内
部

（奥
行
約
七
〇
〇

ｍ
）
の
屋
敷
遺
構
な
ど

の
有
無
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
た
い
。
な
お
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る

が
、
そ
の

「惣
構
」
推
定
地
付
近
で
最
近
中
世
の
珠
洲
焼
片
な
ど
が
若
干

採
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
可
能
性
を
裏
付
け
る

一
歩
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

守山城 ぶ
ふ`11毎

中1言,こ ド杓三

普,解ず
ゴケテイ4斗 iド

ドF

//11＼

熟゙
ド

(作図 高岡 徹)

図15 内輪子谷惣構 (推定)概念図

写真 5 内輪子合惣構跡 (推定)よ り本丸方向を望む

ガーⅧ

図16 内輪子谷採集遺物 (1,2と も珠洲 )
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付
記

・
向
山
付
近

の
家
臣
団
屋
敷

に

つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
概
報
で
は
初
め
て
家
臣
団
の
屋
敷
遺
構
に

つ
い
て
触
れ
た
。
今
後
、
城
郭
中
心
部
へ
の
調
査
の
進
展
に
伴
い
、
屋
敷
跡

に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
史
料

を

一
点
掲
げ
、
向
山
付
近
の
屋
敷
跡
を
考
え
る
材
料
と
し
た
い
。
次
に
示
す

の
は
、
加
賀
藩
士
富
田
景
周
の

『越
登
賀
三
州
志
』
故
墟
考
に
記
す

「守

山
」
に
関
わ
る
頭
註
で
あ
る
。

一
旧
説
に
云
ふ
。
守
山
古
城
は
■
の
堂
つ
ゞ
き
て
行
程
六

・
七
町
あ
り
。

瑞
龍
公
在
城
。
本
丸
よ
り
坂
下
口
ま
で
二
十
町
許
り
、
士
第
跡
あ
り
。

近
藤
善
右
衛
門
本
丸
の
下
、
横
山
大
膳
村
の
高
、
こ
れ
右
に
云
ふ
下
の

坂
回
の
村
な
り
。
大
田
但
馬
本
丸
の
下
、
浅
井
左
馬
助
同
上
、
三
田
崎

孫
市
同
上
、
徳
山
七
右
衛
門
同
所
の
向
、
奥
西
甚
兵
衛
本
丸
の
下
、
前

田
対
馬
向
の
山
、
杉
野
来
女
同
上
、
湯
原
八
十
郎
同
上
、
右
は
今
枝
直

方
自
筆
の
写
。

富
田
景
周
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
加
賀
藩
の
家
老
を
務
め
た
重
臣
今
枝
直
方

（
一
万
四
千
石
、
享
保
十
三
年
＝
一
七
二
人
没
）
の
写
し
た
史
料

（景
周
は

「
一
旧
説
」
と
呼
ぶ
）
と
い
う
。
利
長
期
の
守
山
城
周
辺
に
存
在
し
た
家
臣

団
屋
敷
の
概
要
を
記
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
原
本
は
お
そ

ら
く
守
山
に
居
住
し
た
家
臣
の
記
憶
に
基
づ
き
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

現
地
の
遺
構
や
地
名
な
ど
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
は
所
在
地

が
判
明
す
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は

「横
山
大
膳
村
の
高
」
と
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
言
う

「村
」
と
は
本
九
か
ら
二
十
町
程
下
っ
た

「坂
下
口
」
の
村
で
あ
る
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
そ
の

「坂
下
口
」
と
は
本
九
か
ら
下
る

「殿
様
道
」
ル
ー
ト
が

麓
の
手
前
で
下
の

「内
輪
子
」
谷
に
降
り
、
そ
こ
か
ら
谷
の
中
を
通
り
、
先

に
想
定
し
た

「惣
構
」
の
問
を
出
た
所
を
意
味
す
る
。
そ
こ
は
近
世
に
東
海

老
坂
村
の
集
落
が
あ
っ
た
所
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
を

（お
そ
ら
く
廃
城
以

前
に
）
「坂
下
口
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

「村
の
高
」
は
ま
さ
に
集
落
の
直
上
を
意
味
し
、
付
近
で
の
適
地
を
考
え
る

な
ら
、
「殿
様
道
」
の
尾
根
筋
先
端
部
か
、
「内
輪
子
」
谷
を
挟
ん
だ
向
山
の

尾
根
筋
先
端
部
の
二
か
所
と
な
る
。
こ
の
内
、
前
者
の
先
端
部
は
狭
小
で
遺

構
が
な
い
こ
と
か
ら
、
残
る
後
者
、
す
な
わ
ち
前
述
の

「向
山
屋
敷
」
が
該

当
す
る
。
こ
こ
は
ち
ょ
う
ど
下
の
集
落
を
見
下
ろ
す
こ
と
か
ら
、
「村
の
高
」

と
い
う
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
。

さ
て
、
横
山
大
膳
は
加
賀
藩
の
重
臣
で
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
に
没
し
、

最
高
知
行
高
は
三
万
石
に
達
し
て
い
る
。
ま
さ
に
大
身
の
家
臣
で
あ
り
、
現

在
残
る
向
山
の
広
大
な
平
坦
面
を
そ
の
屋
敷
跡
に
あ
て
る
こ
と
に
何
ら
問
題

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
注
目
す
べ
き
記
述
と
し
て

「前
田
対
馬
向
の
山
」
が
あ
る
。

前
田
対
馬
の
屋
敷

「向
の
山
」
は
ま
さ
に
現
在
の
地
名

「向
山
」
に
あ
た
る

が
、
屋
敷
の
場
所
は
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
「向
山
屋
敷
」
よ
り
も
本
丸

に
近
い
、
同
じ
尾
根
筋
の

「対
馬
殿
」
に
あ
た
る
。
問
題
は
杉
野
来
女
と
湯

原
八
十
郎
の
屋
敷
が

「同
上
」
と
あ
る
の
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
れ
を

「対
馬
屋
敷
の
上
」
と
解
釈
す
る
と
、
そ
の
上
の
尾
根
筋

で
該
当
し
そ
う
な
平
坦
面
が
見
出
せ
な
い
。
だ
い
ぶ
遠
い
が
、
野
営
場
の
あ

る
あ
た
り
に
以
前
平
坦
面
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
考
慮
で
き
そ
う
だ
が
、
城

や
坂
下
口
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
た
め
、
難
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
所
の

上
手
と
考
え
、
「内
輪
子
」
谷
の
平
地
で
、
城
に
近
い
場
所
あ
た
り
を
想
定
し

て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
時
点
で
確
た
る
答
を
求
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

以
上
、
僅
か
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
主
要
な
家
臣
達
の
屋
敷
の
配
置
状
況
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を
示
す
も
の
と
し
て
は
貴
重
で
あ
り
、
今
後
と
も
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

註

平
成
十
六
年
、
坪
利
正

一
氏

（市
内
東
海
老
坂
）
よ
り
聞
き
取
り
。

同
絵
図
の
正
式
の
表
題
は

「万
延
元
年
庚
申
年
五
月
　
射
水
郡
二
上

山
養
老
寺
拝
領
山
与
同
郡
二
上
村
領
御
田
地
境
争
論
之
箇
所
今
度
訳

方
就
及
和
順
定
杭
相
改
候
都
而

一
山
境
界
分
間
絵
図
」
と
な
っ
て
お

り
、
養
老
寺
と
二
上
村
の
境
界
争
論
の
和
解
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
絵

図
で
あ
る
。
以
下
、
コ

山
境
界
分
間
絵
図
」
と
呼
ぶ
。
平
成
十
八

年
に
原
図
調
査
。

①
に
同
じ
。

①
に
同
じ
。

『加
能
郷
土
辞
彙
』

①
に
同
じ
。

（四
）
大
師
岳
と
同
南
部
遺
構
群

〔大
師
岳
南
砦
〕

以
前
、
『概
報
』
Ⅱ
の
中
で
二
上
山
城
と
摩
頂
山
城
の
中
間
に
位
置
す

る
摩
頂
山
南
砦
の
遺
構
を
紹
介
し
た
。
同
砦
は
二
上
山
山
頂
か
ら
摩
頂
山

に
至
る
尾
根
道
と
、
そ
こ
か
ら
東
方
、
さ
ら
に
は
北
方
へ
続
く
尾
根
道
の

交
わ
る
、
ち
ょ
う
ど
三
差
路
に
位
置
す
る
。
今
回
紹
介
す
る
遺
構
は
、
後

者
の
尾
根
道
伝
い
に
あ
る
、
摩
頂
山
南
砦
北
東
の
ピ
ー
ク

（標
高
三
二

三

・
一
ｍ
）
で
、
こ
こ
か
ら
北
方
へ
進
む
と
大
師
岳
、
東
方
へ
進
む
と
鉢

伏
山
に
達
す
る
。
立
地
的
に
は
摩
頂
山
南
砦
と
同
様
、
尾
根
道
の
三
差
路

を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
に
尾
根
道
が
交
わ
る
ピ
ー
ク
は
、
山
上
交
通
路
と

も
い
う
べ
き
尾
根
道

の
要
衝
だ

っ
た
の
で

あ
り
、
何
ら
か
の
遺

構
が
存
在
す
る
場
所

と
考
え
て
よ
い
。

さ
て
、
当
ピ
ー
ク

の
南
側
は
尾
根
続
き

か
ら
高

さ
約

五

ｍ

の
、
や
や
急
な
斜
面

で
高
く
な

っ
て
い
る

も
の
の
、
特
に
堀
な

ど
で
画
さ
れ
て
は
い

な
い
。
ピ
ー
ク
の
最

上
部

（
Ａ
）
は
約

一

〇
×
三
〇

ｍ
程
度
の

広
さ
で
や
や
平
坦
だ

が
、
ほ
ぼ
自
然
地
形

の
よ
う
で
あ
り
、
北
西
部
に
一
段
低
い
面
が
あ
る
。
北
側
は
北
北
西
方
向

に
ゆ
る
や
か
に
下
降
を
続
け
、　
一
九

・
五
ｍ
先
で
水
平
な
細
尾
根
と
な
っ

て
く
び
れ
、
先
端
部
に
小
規
模
な
平
坦
部
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

一

応
、
最
高
所
の
Ａ
平
坦
部
を
主
郭
と
み
な
し
て
お
く
。

Ａ
の
平
坦
部
東
側
は
ゆ
る
い
斜
面
だ
が
、
下
に
溝
状
の
浅
い
窪
み
が
横

切
り
、
簡
略
な
堀
切
跡
（恥
１
）
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
東
側
の
土
塁

状
の
高
ま
り
を
越
え
中
腹
に
下
る
と
、
右
側
に
一
二
×
一
二
ｍ
の
平
坦
面

（Ｂ
）、
左
側
に
土
塁
状
の
張
り
出
し
部
が
二
本
並
び
、
そ
の
間
が
上
幅

一

〇

・
五
ｍ
の
竪
堀
（配
２
）と
な
る
。
こ
の
内
、
北
側
の
土
塁
の
長
さ
は

一

六

ｍ
、
上
幅
は
二
ｍ
で
あ
る
。

② ①⑥ ⑤ ④ ③

写真 6 大師岳南砦跡
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こ
こ
に
設
け
ら
れ
た
竪
堀
（Ｎ。
２
）と
土
塁
は
何
の
た
め
の
も
の
な
の
か
。

位
置
的
に
見
る
と
、
こ
の
中
腹
部
下
か
ら
北
の
大
師
岳
方
向
に
長
い
尾
根

道
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ト
沿
い
に
い
く
つ
か
堀
切
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
同
ル
ー
ト
伝
い
に
南
下
し
て
来
る
侵
入
者
を
防
ぐ
防
御
施
設
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
も
の
が
、
竪
堀
（ｈ
２
）
の
東

下
に
残
る
堀
切
（ｈ
３
）
の
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
堀
切
は
中
腹
部
の
直
下
か

ら
大
師
岳
方
向
に
続
く
、
長
い
尾
根
道
の
始
ま
る
付
け
根
を
切
っ
て
設
け

て
い
る
。
上
幅
は
六

ｍ
、
深
さ
は
ピ
ー
ク
側
で
三

ｍ
を
測
る
。
大
師
岳
方

向
か
ら
来
た
敵
は
ま
ず
こ
の
堀
切
（醜
３
）を
乗
り
越
え
、
次
に
上
の
二
本

の
土
塁
に
挟
ま
れ
た
竪
堀
（Ｎｏ
２
）を
突
破
し
、
さ
ら
に
上
の
堀
切
（ＮＱ
ｌ
）

を
経
て
、
よ
う
や
く
ピ
ー
ク
上
の
主
郭
（Ａ
）
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
中
腹
の
平
坦
面
（Ｂ
）
に
立
つ
と
、
当
ピ
ー
ク
と
東
の
鉢
伏
山
山

頂
を
結
ぶ
尾
根
筋
が
正
面
に
見
下
ろ
せ
る
。
絶
好
の
監
視
ポ
イ
ン
ト
と
言

っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
当
ピ
ー
ク
が
東
の
鉢
伏
山
、
北
の
大
師
岳
か
ら

尾
根
道
伝
い
に
二
上
山
方
面
へ
進
攻
す
る
敵
を
防
ぐ
防
御
拠
点
だ
っ
た
こ

と
を
示
す
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
「大
師
岳
南
砦
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

当
砦
は

『概
報
』
Ⅱ
で
紹
介
し
た
摩
頂
山
南
砦
と
山
上
ル
ー
ト
の
三
差

路
に
立
地
す
る
点
で
共
通
し
、
平
坦
部
の
削
平
が
不
十
分
な
こ
と
を
除
け

ば
、
堀
の
配
置
プ
ラ
ン
で
も
規
模
は
違
う
も
の
の
、
基
本
的
な
共
通
性
が

見
ら
れ
る
。
第

一
に
両
砦
と
も
東
面
に
防
御
の
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
、

第
二
に
ど
ち
ら
も
そ
の
中
腹
部
の
段
に
防
御
施
設
を
集
中
さ
せ
て
い
る
こ

と
、
第
三
に
東
側
か
ら
来
る
と
、
ま
ず
堀
切
で
行
く
手
が
返
断
さ
れ
、
そ

こ
を
越
え
る
と
土
塁
に
挟
ま
れ
た
竪
堀
の
中
に
入
り
、
そ
の
先
に
ま
た
堀

切
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
主
郭
が
待
ち
構
え
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

無
論
、
堀
切
の
長
さ
や
深
さ
、
竪
堀
の
数
な
ど
規
模
に
お
い
て
摩
頂
山
南

砦
の
方
が
格
段
に
す
ぐ
れ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

プ
ラ
ン
の
共
通
性
は
構
築
者
が
同

一
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
と
言
え
、

注
目
し
た
い
。

〔堀
切
４
〕

前
記
の
堀
切
（Ｎｏ
３
）
か
ら
尾
根
道
を
北
に
約

一
五
〇
ｍ
進
む
と
、
前
方

に
尾
根
が
東
へ
分
岐
す
る
小
ピ
ー
ク

（標
高

一
九
四

・
六

ｍ
）
が
そ
び
え

る
。
そ
の
手
前
の
付
け
根
に
尾
根
道
を
切
る
堀
切
（Ｎ。
４
）
が
あ
る
。
堀
の

手
前
で
尾
根
の
上
部
が
道
の
た
め
に
削
ら
れ
、
浅
く
な
っ
て
い
る
が
、
上

幅
は
五
ｍ
、
深
さ
は
ピ
ー
ク
側
で
一
・
五
ｍ
を
測
り
、
中
央
は
上
幅

一
・

四
ｍ
の
土
橋
状
に
な
っ
て
い
る
。

(作図 高岡 徹)図17 大師岳南砦縄張図
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〔堀
切
５
〕　
　
　
　
　
´

そ
こ
か
ら
ピ
ー
ク
を
越
え
た
所
に
上
幅
四
ｍ
で
、
中
央
を
土
橋
状
に
し

た
小
堀
切
（ＮＱ
５
）
の
形
跡
が
あ
る
。
後
世
の
尾
根
道
に
伴
う
改
変
で
、
深

さ
も
現
状
で
は
ピ
ー
ク
側
で
〇

・
七

ｍ
に
す
ぎ
な
い
。

〔堀
切
６
〕

堀
切
（陥
５
）か
ら
北
東
へ
向
か
う
と
、
道
が
下
り
始
め
る
。
そ
の
途
中

に
尾
根
道
の
改
変
で
埋
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
堀
切
（ｈ
６
）
の
痕
跡
が
あ
る
。

現
状
で
は
両
側
斜
面
に
残
る
窪
み
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
が
、
上
幅

三

・
五
ｍ
程
で
あ
ろ
う
か
。

〔大
師
岳
南
物
見
台
〕

堀
切
（Ｎｏ
６
）か
ら
さ
ら
に
北
東
へ
向
か
う
と
、
下
降
し
て
い
た
道
が
鞍

部
を
過
ぎ
て
か
ら
大
師
岳
の
山
頂
に
向
け
登
り
始
め
る
。
そ
の
途
中
に
南

側
か
ら
見
る
と
そ
そ
り
立
つ
よ
う
な
高
台
が
現
れ
る
。
周
囲
か
ら
そ
び
え

る
地
形
か
ら
見
て
、
本
来
は
尾
根
沿
い
の
小
ピ
ー
ク
だ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
平
成
八
年
の
踏
査
時
は
そ
の
上
部
を
き
れ
い
に
削
平
し
た
平
坦
面
が

存
在
し
た
。
広
さ
は
六

・
五
ｍ
四
方
だ
っ
た
が
、
現
在
は
東
屋
が
建
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
上
か
ら
は
日
本
海
は
も
と
よ
り
大
師
岳
、
鉢
伏
山
、
二

上
山
な
ど
二
上
山
塊
の
各
峰
が
望
め
る
。
物
見
の
施
設
と
し
て
、
ま
た
大

師
岳
か
ら
南
へ
続
く
尾
根
道
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
中
継

・
連
絡
施
設

と
し
て
も
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
屋
の
建
設
前
に
調
査
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
「大
師
岳
南

物
見
台
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

〔大
師
岳
砦
〕

物
見
台
か
ら
大
師
岳
に
近
づ
く
と
、
同
山
頂
下
の
中
腹
で
尾
根
が
張
り

出
す
付
け
根
部
分
に
大
き
な
堀
切
（ｈ
７
）
の
遺
構
が
あ
る
。
上
幅
は

一

四

・
五
飢
、
深
さ
は
山
頂
側
で
五

・
五
ｍ
を
測
る
。
堀
底
に
は
土
橋
状
の

高
ま
り
が
あ
る
。
こ
の
堀
切
は
当
地
区
で
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
中
世
の

あ
る
時
期
、
大
師
岳
が
軍
事
拠
点
と
し
て
使
わ
れ
た
際
、
そ
の
南
面
を
守

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
山
頂
部

（標
高
二
五
三

・
六

ｍ
）
は
二
上
山
塊
の
北
に
そ
び
え

る
主
要
な
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
上
に
何
ら
か
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
よ

い
が
、
現
在
は
電
波
施
設
が
建
ち
、
後
世
の
取
付
道
路
や
施
設
建
設
に
伴

い
、
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
最
上
部
は
現
状
で
一
六
×
二
五
ｍ
程
度

の
広
さ
が
あ
る
も
の
の
、
も
と
も
と
明
瞭
な
平
坦
面
だ
っ
た
と
は
み
ら
れ

な
い
。
西
側
か
ら
北
側
の
へ
り
に
か
け
て
高
ま
り
が
見
ら
れ
、
東
側
下
に

掘
り
込
ん
だ
段
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
施
設
建
設
の
改
変
に
よ
る
可

(作図 高岡 徹)図18 大師岳南方の堀切群
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能
性
も
あ
り
、
旧
状
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
軍
事
拠
点
と
し
て
利
用
さ

れ
た
際
で
も
、
さ
ほ
ど
大
規
模
に
山
上
部
を
削
平
す
る
な
ど
の
普
請
は
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
自
然
の
地
形
を
活
か
し
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。　
一
応
、
前
記
の
堀
切
（ｈ
７
）か
ら
上
を
便
宜
上

「大
師

岳
砦
」
と
呼
び
、
施
設
の
建

つ
最
高
所
を
主
郭
と

み
な
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
南
側
の
堀
切
以
外
に
確
か
な
防
御

施
設
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
軍
事
拠
点
と
し

て
の
使
用
は
ご
く
短
期
間
の
、
臨
時
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
主
な
防
御
施
設
が

南
側
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
こ
の
山
上
に
陣
取
っ
た
勢
力
が
南
方
の
尾
根

伝
い
に
結
ば
れ
る
二
上
山
や
城
山

（守
山
城
）
な
ど
の
勢
力
に
対
峙
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
師
岳
の
軍
事
拠
点
化
の

時
期
を
考
え
る
際
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

写真 7 大師岳違望
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卜
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Ⅲ
　
昭
和
十
三
年
に
お
け
る
石
割
平
造
氏
の

県
内
城
跡
調
査
を
め
ぐ
っ
て

石
割
平
造
氏
は
明
治
十
七
年
生
ま
れ
、
戦
前
の
陸
軍
省
築
城
部
本
部
内
の

本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
委
員
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
城
跡
の
調
査
に
あ
た

っ
た
人
物
で
あ
る
。
氏
が
昭
和
十
三
年
に
本
県
を
訪
れ
、
県
内
各
地
の
城
跡

の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
守
山
城
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す

で
に
こ
の

『調
査
概
報
』
Ｉ

。
Ⅱ
の
中
で
も
述
べ
て
き
た
。
陸
士

・
陸
大
卒

の
工
兵
中
佐
で
あ
り
、
戦
時
に
お
け
る
築
城
分
野
の
エ
リ
ー
ト
、
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
も
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
石
割
氏
が
富
山
出
身
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
氏
の
調
査
を
報
じ
た
昭
和
十
三
年
五
月
二
十

一
日
付

『富
山
日
報
』
は

「本
県
の
城
上
を
調
べ
に
来
県
し
た
富
山
市
総
曲
輪
出
身

築
城
史
編
纂
委
員
会
嘱
託
石
割
平
造
氏
は
…
…
」
と
記
し
、
富
山
市
中
芯
部

の
総
曲
輪
出
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
①
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
氏
に
と
つ
て
富

山
県
は
故
郷
で
あ
り
、
石
川
県
も
含
め
か
な
り
の
意
気
込
み
を
も
っ
て
臨
ん

だ
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
陸
軍
で
は
古
代
か
ら
明
治
に
至
る
各
時
代
の
築
城
に
関
す
る
事
績

を
調
査
す
る
た
め
、
昭
和
八
年
、
本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
を
設
置
し
た
。

大
類
　
伸

・
鳥
羽
正
雄
著

『日
本
城
郭
史
女
昭
和
五
十
二
年
）
に
よ
る
と
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
原
田
二
郎

（少
将
▼

石
割
平
造

（当
時
少

佐
▼

中
山
光
久

（当
時

少
佐
）
氏
ら
が
専
任
と
し

て
従
事
し
、
松
井
庫
之
助

（元
築
城
本
部
長
、
陸
軍

中
将
▼

鳥
羽
正
雄

（内

務
省
考
証
官
）
な
ど
を
嘱

写真 8 宮山県を訪れた

石割平造氏

(日召不日13寄三
)

託
と
し
て
意
見
を
徴
し
た
と
い
う
。

残
念
な
が
ら
戦
争
の
激
化
に
よ
り
編
纂
事
業
は
中
止
と
な
り
、
そ
の
成
果

は
昭
和
二
十
年
の
空
襲
で
失
わ
れ
た
が
、
幸
い
に
も
石
割
氏
の
手
控
と
難
波

恭

一
氏
の
原
稿
控
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
国
立
国
会
図
書
館
に
収
め

ら
れ
、
『日
本
城
郭
史
資
料
』
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
惜
し
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
富
山

・
石
川
県
な
ど

一
部
地
域
の
分
が
欠

け
て
い
る
②
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
調

査
の
推
進
役
で
あ
っ
た
石
割
氏
が
富
山

。
石
川
両
県
の
調
査
に
入
っ
た
の
が

昭
和
十
三
年
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
召
集
を
受
け
、
再
び
軍
務
に
つ
い
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
両
県
で
の
現
地
調
査
は
概
要
把
握
が
主
で

あ
り
、
そ
の
成
果
も
十
分
に
整
理
す
る
時
間
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
守
山
城
跡
の
主
要
部
遺
構
の
平
面
図

（『概
報
』
Ｉ
所
収
）
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
幸
運
と
い
う
他
は
な
い
。

こ
こ
で
は
守
山
城
跡
を
は
じ
め
、
富
山

・
石
川
両
県
で
調
査
を
行
っ
た
石

割
氏
の
足
跡
を
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
た
ど
り
、
各
城
跡
に
関
す
る
氏
の
視

点
や
評
価
を
探
っ
て
み
た
い
。
も
と
よ
り
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た

も
の
で
あ
り
、
資
料
と
し
て
の
制
約
は
大
き
い
が
、
踏
査
直
後
の
発
言
か
ら
、

昭
和
十
三
年
と
い
う
時
点
で
の
築
城
史
編
纂
担
当
者
の
城
跡
へ
の
理
解
を
知

る
う
え
で
は
意
味
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

石
割
氏
の
調
査
日
程
は

『富
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第

拾
参
輯
に
よ
る
と
、
五
月
十
六
日
が
松
倉

。
舛
方
城

（現
魚
津
市
）、
同
十

七
日
が
弓
庄
城

（現
上
市
町
）、
同
十
八
日
が
富
山
城

（現
富
山
市
）、
同
十

九
日
が
瑞
泉
寺
城

（現
南
砺
市
）、
同
二
十
日
が
増
山
城

（現
砺
波
市
）、
同

二
十

一
日
が
高
岡

・
守
山
城

（現
高
岡
市
）、
同
二
十
二
日
が
勝
興
寺

（現

高
岡
市
）
・
阿
尾
城

（現
氷
見
市
）
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
、
県
内
を

東
か
ら
西
へ
と
調
査
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
現
地
で
は
説
明
な
ど
の
た
め
、

県
の
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
委
員
と
書
記
が
随
行
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
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さ
て
、
五
月
十
八
日
、
松
倉

・
弓
庄

・
富
山
な
ど
の
調
査
を
終
え
た
石
割

氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
③
（句
点
は
筆
者
）。

弓
庄
城
は
珍
し
い
城

保
存
に
努
め
て
ほ
し
い

全
国
各
地
の

″お
城
調
べ
行
脚
″
道
中
の

石
割
元
中
佐

（富
山
出
身
）
来
富
談

本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
の
石
割
平
造
氏

（富
山
市
出
身
）
は
県
下
の

城
址
調
査
の
た
め
十
五
日
午
後
来
県
、
魚
津
に

一
泊
、
十
六
日
下
新
川

郡
松
倉
村
の
松
倉
城
址
、
十
七
日
同
村
金
山
城
址
を
調
べ
十
八
日
朝
来

富
、
中
新
川
郡
弓
庄
城
及
び
富
山
城
に
つ
き
築
城
の
歴
史
的
関
係
等
調

査
す
る
処
あ
つ
た
が
石
割
氏
は
富
山
図
書
館
で
左
の
如
く
語
る
。

全
国
各
地
方
の
主
な
る
城
址
の
調
査
も
大
体
終
り
最
後
に
郷
里
へ
来

て
各
城
址
を

一
通
り
調
べ
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
富
山
城
址

と
い
へ
ば
天
文
頃
に
築
城
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
、
呉
羽
山
を
控
へ
な

が
ら
殊
更
に
平
地
に
築
い
た
の
は
神
通
川
の
要
害
あ
つ
た
か
ら
で
も

あ
ら
う
、
城
の
構
造
か
ら
い
へ
ば
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
歴
史
的
に

考
察
す
れ
ば
相
当
興
味
が
あ
る
、
何
で
も
越
中
人
は
因
循
姑
息
で
活

気
に
乏
し
い
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
決
し
て
そ
う
で
な
い
、
彼
の
弓
庄

城
主
土
肥
政
繁
の
如
き
傑
出
し
た
一兵
勇
な
人
物
も
出
て
ゐ
る
、
土
肥

は
天
正
年
間
佐
々
成
政
に
攻
め
ら
れ
た
当
時
克
く
寡
兵
を
以
つ
て
城

を
固
守
し
た
こ
と
な
ど
有
名
な
史
実
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
弓
庄
城

址
は
全
国
で
も
実
に
珍
ら
し
い
も
の
で
構
造
の
馬
蹄
形
は
恰
度
近
江

の
小
谷
城
に
似
て
ゐ
る
、
地
方
で
も
こ
れ
が
保
存
に
努
め
て
欲
し
い
、

築
城
史
編
纂
の
こ
と
は
故
上
原
元
帥
の
遺
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る

一Ａ
々
。

石
割
氏
は
元
工
兵
中
佐
で
病
気
の
た
め
今
日
に
至
り
こ
の
事
業
に
渾
身

の
努
力
を
注
ぎ
地
方
行
脚
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
、
な
ほ

二
十
日
瑞
泉
寺
城

（東
砺
波
郡
井
波
町
）
二
十

一
日
増
山
城

（同
郡

栴
檀
野
村
）
二
十
二
日
守
山
城

（射
水
郡
守
山
村
）

各
城
址
調
査
の
上
廿
三
日
七
尾
へ
向
け
出
発
の
予
定
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
先
に
引
用
し
た

『富
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

調
査
報
告
』
の
日
程
と
少
し
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
『調
査
報
告
』
で
は
初
日

に
松
倉

・
舛
方
の
二
城
を
回
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
聞
記
事
で
は
初

日
が
松
倉
、
二
日
目
が
金
山

（お
そ
ら
く
舛
方
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
と

一
か

所
に
一
日
ず
つ
か
け
て
い
る
。
松
倉
は
山
も
高
く
、
越
中
有
数
の
山
城
で
あ

つ
た
か
ら
、
麓
か
ら
上
が
れ
ば

一
日
を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

続
く
弓
庄
と
富
山
は
三
日
目
に
ず
れ
込
み
、
同
じ
日
に
回
っ
た
の
で
あ
る
。

写真 9 回場整備前の弓庄城跡中心部 (昭和54年 )

26



こ
の
こ
と
か
ら
、
『調
査
報
告
』
に
記
す
日
程
は
当
初
の
予
定
を
記
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

談
話
の
中
に
松
倉
地
区
の
コ
メ
ン
ト
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
天
正

十

。
十

一
年
の
籠
城
戦
を
戦
い
抜
い
た
弓
庄
城
と
城
主
土
肥
政
繁
に
言
及
し

て
い
る
点
は
、
さ
す
が
に
軍
人
ら
し
い
目
の
付
け
所
か
と
思
わ
れ
る
。
弓
庄

の
城
は
平
地
の
河
岸
段
丘
上
に
あ

っ
て
、
当
時
は
郭
や
堀
の
跡
な
ど
の
旧
地

形
を
よ
く
留
め
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
石
割
氏
に
は
興
味
深
か

っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
石
割
氏
が
注
目
し
た
近
江
小
谷
城
に
似
た

「構
造
の

馬
蹄
形
」
と
は
何
か
。
小
谷
城
の
場
合
、
中
心
部
の
南
端
、
「お
馬
屋
」
と

呼
ば
れ
る
郭
が

「九
馬
出
し
に
似
た
馬
蹄
状
」
で
堅
固
な
構
え
と
な

っ
て
い

る
④
。　
一
方
の
弓
庄
城
に
も
江
戸
期
に
描
か
れ
た
古
図
に
よ
る
と
、
中
心
部

の
北
側
に
馬
蹄
形
の
郭
が
見
出
せ
る
⑤
。
お
そ
ら
く
石
割
氏
は
中
心
部
を
守

る
、
こ
う
し
た
丸
馬
出
状
の
郭
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

城
跡

一
帯
は
の
ち
に
圃
場
整
備
事
業
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
実
施
に
伴
い

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
の
五
か
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
城
跡
は
地
元
上
市
町
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
。

続
い
て
富
山
城
な
ど
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。
五
月
二
十
日

の
新
聞
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
談
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
⑥
。

守
る
に
は
易
く

攻
め
る
に
は
難
い

富
山
城
址
を
視
察
し
た
お
城
博
士

・
石
割
氏
の
談

一
名
お
城
博
士
と
い
は
れ
る
富
山
市
総
曲
輸
出
身
の
石
割
平
造
氏
が
本

邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
嘱
託
２
肩
書
を
も

つ
て
陸
軍
築
城
本
部
か
ら
特

派
さ
れ
十
八
日
富
山

へ
や
つ
て
き
た
、
県
庁
の
中
川
書
記
や
小
柴
翁
ら

の
案
内
で
さ
つ
そ
く
富
山
城
上
を
視
察
し
た
が
越
中
の
城
址
視
察
結
果

に
つ
い
て
富
山
市
立
図
書
館
で
昼
食
中
次
の
や
う
に
語
る
。

「北
陸
路
の
視
察
を
終
へ
る
と
全
国
で
ま
だ
行
か
ぬ
と
こ
ろ
は
関
八

州
だ
け
だ
が
越
中
の
城
上
は
他
に
比
べ
て
多
く
平
地
に
あ
る
こ
と
が

特
徴
だ
、
こ
と
に
富
山
城
な
ど
呉
羽
山
が
す
ぐ
傍
に
あ
り
な
が
ら

わ
ざ
ノ
＼
平
地
に
築
い
た
の
は
周
囲
に
泥
田
回
の
や
う
な
ぬ
か
る
み

が
あ
つ
た
か
ら
な
の
だ
ら
う
、
山
の
上
に
建
て
た
も
の
よ
り
、
水
の

中
に
建
て
た
も
の
よ
り
泥
沼
中
に
築
い
た
方
が
守
城
の
上
に
お
い
て

一
呑
効
果
が
大
き
い
、
魚
津
城
が
常
に
上
杉
か
ら
攻
め
ら
れ
て
も
落

ち
な
か
つ
た
の
は
や
は
り
そ
の
証
拠
だ
。
県
下
の
城
址
を
見
て
一
番

感
じ
た
こ
と
は
ど
の
城
址
も
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
で
県

（弓
ゼ

庄
の
城
址
な
ど
は
全
部
畑
地
に
な
つ
て
杭

一
本
建
つ
て
ゐ
な

い
、
今
の
う
ち
に

一
般
史
家
な
ら
び
に
県
な
ど
の
力
で
こ
れ
が
保
存

工
作
を
決
定
し
て
お
か
な
い
と
文
献
以
外
に
実
証
物
が
何
も
な
く
な

つ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
な
る
」

な
ほ
石
割
氏
は
十
九
、
二
十
日
井
波
城
址
、
二
十

一
日
増
山
城
址
、
二

十
二
日
守
山
城
上
を
視
察
す
る
。

こ
の
中
で
石
割
氏
が
県
内
の
城
跡
が
ど
こ
も
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

点
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
こ
の
翌
年
刊
行
さ
れ
た

『富
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
拾
参
輯
の
史
蹟

一
覧
を
見

て
も
城
跡
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
は
ま
だ
城
跡
に
つ
い
て
文
化
財
指

定
と
い
う
認
識
は
薄
く
、
石
割
氏
が
あ
え
て
そ
の
点
を
指
摘
し
、
保
存
措
置

に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と
言
え
る
。
た
だ
し
県
で
は
昭

和
十

一
年
に

「富
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
顕
彰
規
程
」
（同
年
八

月
七
日
県
告
示
第
四
五
六
号
）
を
定
め
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
以
外
で
保
存
顕
彰
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
を

「保
存
ス
ベ
シ
ト
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
」
と
し
て
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

，
ｒ
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写真10 石割氏が視察した宮山城跡 (当時、模擬天守はなく、石垣を見
上げている写真が5月 20日 付けの『大阪朝日新聞』に掲載され

ている。)

こ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
調

査
委
員
会
で
指
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
城
跡
は
、
富
山
、
守
山
、
宮
崎
の

三
か
所
、
史
蹟
名
勝
が
高
岡
の
一
か
所
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
高
岡
城
跡

が
正
式
に
史
蹟
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
の
は
同
十
四
年
七
月
十

一
日

（県
告
示

第
三
百
三
十

一
号
）
で
、
富
山
、
守
山
、
宮
崎
は
そ
の
段
階
で
ま
だ
未
指
定

だ
っ
た
⑦
。
指
定
に
は
所
有
者
、
管
理
者
ま
た
は
占
有
者
の
申
請
ま
た
は
同

意
が
前
提
で
あ
っ
た

（同
規
程
第

一
条
）
か
ら
、
い
く
ら
県
の
委
員
会
で
決

定
し
て
も
正
式
の
指
定
ま
で
は
時
間
を
要
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
同

十
四
年
の
段
階
で
松
倉
、
弓
庄
、
瑞
泉
寺
、
増
山
、
木
舟
、
舟
見
な
ど
は

「其
他
調
査
中
」
の
段
階
で
あ
っ
た
。
同
十
五
年
九
月
二
十
八
日
の
県
告
示

第
七
百
二
十
九
号
で
よ
う
や
く
木
舟
、
阿
尾
、
宮
崎
が
指
定
さ
れ
た
。
守
山

城
の
指
定
は
や
は
り
難
航
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
後
の
記
録
に
は
見
え

な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
僅
か
ず

つ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
県
内
に
残
る

い
く

つ
か
の
城
跡
の
保
存
顕
彰
が
動
き
出
し
た
こ
と
は
、
石
割
氏
の
県
内
各

地
を
め
ぐ
る
調
査
行
が
、
県
当
局
を
は
じ
め
、
地
元
住
民
の
意
識
を
高
め
、

ひ
い
て
は
指
定
を
推
進
す
る
う
え
で
大
き
な
契
機
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

こ
の
あ
と
石
割
氏
は
井
波
城
跡
を
視
察
し
、
談
話
の
中
で
こ
れ
を
高
く
評

価
し
て
い
る
①
。

全
国
に
例
の
な
い

一
向
宗
徒
の
お
城

当
時
僧
兵
の
威
力
を
物
語
る

生
き
た
資
料
　
井
波
城
址

時
局
の
波
に
乗

つ
て
郷
土
史
の
研
究
熱
が
膨
済
と
台
頭
し
て
き
た
折

も
折
、
目
下
来
県
中
の
お
城
博
士
石
割
平
造
氏
に
よ
つ
て
東
砺
波
郡
井

波
城
址
が
か
つ
て
は
武
家
政
治
を
圧
倒
し
た

一
向
宗
徒
の
勢
力
を
物
語

る
、
日
本
に
た
ゞ

一
つ
よ
り
な
い
珍
城
址
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

松
倉
、
弓
庄
、
富
山
の
各
城
址
を
視
察
し
た
陸
軍
築
城
本
部
特
派
員

本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
嘱
託
石
割
平
造
氏
は
十
九
、
二
十
日
の
両
日

に
わ
た
つ
て
東
砺
波
郡
井
波
城
址
を
視
察
し
た
が
、
こ
れ
は
南
北
朝
時

代
現
在
の
瑞
泉
寺
に
立
て
籠

つ
て
ゐ
た

一
向
宗
徒
が
寺
を
襲
撃
さ
れ
た

場
合
直
に
こ

ゝ
へ
籠
城
し
て

一
戦
を
交

へ
る
た
め
築
城
し
た
も
の
で

寺
を
守
る
た
め
寺
の
周
囲
に
城
郭
を
設
け
た
も
の
は
多
く
あ
る
が
寺

か
ら
五
町
余
り
も
離
れ
た
山
上

へ
全
然
独
立
し
た
塁
濠
を
続
ら
し
た
も

の
は
全
国
に
そ
の
例
な
く
井
波
城
た
だ

一
つ
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
築
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城
史
的
に
見
た
興
味
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
時
は
武
家
以
上
の
勢
力
を
も

つ

て
君
臨
し
て
ゐ
た
僧
勢
力
の
威
力
を
物
語
る
。

生
き
た
証
拠
物
と
し
て
郷
土
史
研
究
上
珍
重
す
べ
き
も
の
で
県
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
員
中
川
書
記
が
文
献
そ
の
他
の
参
考
品
を
蒐

集
、
史
実
が
明
確
に
な
り
次
第
文
部
省

へ
史
蹟
と
し
て
指
定
方
申
請
逗

動
を
起
す
こ
と
に
な
つ
た
、
右
に
つ
い
て
石
割
氏
は
語
る
。

築
城
史
的
に
見
た
興
味
と
い
ふ
よ
り

一
般
歴
史
の
生
き
た
証
拠
物
と

し
て
価
値
が
大
き
い
と
思
ふ
、
こ
と
に
仏
教
王
国
富
山
に
と

つ
て
は
興

味
深
い
も
の
で
今
の
う
ち
に
史
蹟
と
し
て
指
定
を
受
け
、
で
き
る
だ
け

原
形
を
残
す
や
う
保
存
工
作
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

こ
の
城
郭
研
究
の
権
威
が
、
何
と
井
波
城
を

一
向
宗
徒
の
立
て
籠
も
る
全

国
唯

一
の
城
郭
と
評
価
し
、
こ
れ
を
受
け
て
地
元
か
ら
文
部
省

へ
国
の
史
蹟

と
し
て
指
定
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら

言
え
ば
、
井
波
城
跡
が
国
の
史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

文
献
そ
の
他
の
参
考
資
料
が
揃
わ
な
か

っ
た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な

っ
て
は

不
明
だ
が
、
実
は
石
割
氏
の
評
価
の
前
提
に
は
大
き
な
誤
解
が
あ
る
。
そ
れ

は
氏
が
中
世
の
瑞
泉
寺
の
位
置
を
現
在
の
場
所
と
考
え
、
そ
こ
を
攻
撃
さ
れ

た
場
合
、
少
し
離
れ
た
井
波
城
に

一
向
宗
徒
が
立
て
籠
も

っ
た
と
み
な
し
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
寺
と
詰
城
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
存
在
し
て
い
た
と
誤
認
し

た
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
中
世
の
瑞
泉
寺
は
そ
の
ま
ま
戦
国
期
に
城

郭
化
し
、
陥
落
後
佐
々
氏
の
支
城
と
な
り
、
井
波
城
と
も
呼
ば
れ
た
。
佐
々

氏
の
敗
北
後
、
寺
が
旧
地
か
ら
離
れ
た
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
の
は
、
近
世

初
め
の
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
井
波
城
が
基
本
的
に
は
戦
国
期
の
城
郭

化
し
た
瑞
泉
寺
の
縄
張
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
う

し
た
城
郭
寺
院
の
遺
構
を
良
好
に
残
し
て
い
る
点
で
、
今
も
評
価
が
高
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

井
波
の
あ
と
、
氏
は
二
十

一
日
に
増
山
、
二
十
二
日
に
高
岡
と
守
山
、
勝

興
寺
、
二
十
三
日
に
氷
見
の
阿
尾
の
順
で
各
城
跡
を
巡
り
、
石
川
県
七
尾
に

向
か

っ
て
い
る
③
。

石
割
氏
の
県
内
城
跡
調
査
は
こ
れ
で
終
わ

っ
て
い
る
が
、
石
川
県
で
の
調

査
行
を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
五
日
に
穴
水
城
跡
を
視
察
し
、
夕
方
の
列

車
で
羽
昨
に
向
か

っ
て
い
る
⑩
。
こ
の
日
程
か
ら
推
測
す
る
と
、
二
十
四
日

が
七
尾
城
、
二
十
六
日
が
末
森
城
の
視
察
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
十
七
日
は
金
沢
城
と
高
尾
城
を
視
察
し
て
金
沢
市
内
の
旅
館
に
泊
ま

っ
て

お
り
、
こ
こ
で
夕
食
時
、
北
國
新
聞
記
者
に
金
沢
城
の
感
想
な
ど
を
語

っ
て

い
る
。
同
記
事
に
よ
る
と
、
石
割
氏
は
石
川
県
内
に
も
う
三
日
滞
在
の
予
定

と
あ
る
。
こ
の
内
二
十
八
日
は
金
沢
城
を
本
格
的
に
見
る
と
語

っ
て
い
る
の

写真11 井波城跡の上塁と堀跡 (手前)
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で
①
、
残
る
は
二
日
間
と
な
る
が
、
南
に
下

っ
た
な
ら
小
松
、
大
聖
寺
の
城

あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
北
囲
新
聞
に
は
こ
れ
以
上
の
関
係
記

事
を
見
出
せ
な
い
。
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
に
よ
る
と
、
石
割
氏
は
こ
の

月
に
軍
の
召
集
を
受
け
、
第

一
師
団
後
備
工
兵
三
中
隊
長
と
な

っ
て
い
る
。

再
び
軍
務
に
つ
く
直
前
の
、
ま
さ
に
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
郷
里
富
山
、
さ

ら
に
陸
大
卒
業
後
、
金
沢
で
か
つ
て
工
兵
第
九
大
隊
中
隊
長
を
務
め
た
、
な

じ
み
深
い
石
川
の
地
を
視
察
し
て
回

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
中
国
大
陸

に
渡
り
、
中
支
那
派
遣
軍
参
謀
部
付
と
な

っ
た
。

中
国
で
の
石
割
氏
の
業
績
を
紹
介
し
た
愛
宕
　
一死
氏
に
よ
る
と
、
石
割
氏

は
現
地
で

一
〇

一
か
所
も
の
城
郭
都
市
の
正
確
な

一
万
分
の

一
平
面
図
を
作

成
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
工
兵
少
佐
石
割
平
造
著

『支
那
城
郭
ノ
概
要
』

と
し
て
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
か
ら
昭
和
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は

平
面
図
の
み
な
ら
ず
城
壁
の
高
さ
、
基
部
と
上
部
の
厚
さ
、
城
壁
の
断
面
、

城
濠
の
幅
や
深
さ
、
城
門
の
詳
し
い
構
造
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
詳
細
を

極
め
た
デ
ー
タ
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
氏
の
実
地
踏
査
と
実
際
に

体
験
し
た
攻
城
戦
に
基
づ
い
た
得
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
あ
く
ま
で
も
当
時

の
軍
事
上
の
目
的
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
網
羅
的
に

中
国
の
城
郭
都
市
に
関
し
詳
細
な
デ
ー
タ
を
有
す
る
も
の
は
他
に
な
く
、
「城

郭
都
市
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
に
お
い
て
も
資
す
る
所
が
少
な
く
な
い
」
と

い
う
⑫
。
亡
く
な

っ
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

（病
没
）
で
あ
る
。

註

①

石
割
家
の
調
査
を
お
願
い
し
た
朝
日
奈
満
里
子
氏
に
よ
る
と
、
同
家

は
総
曲
輪
で
多
く
の
地
所
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
軍
務
の

関
係
か
、
早
く
に
転
出
し
た
模
様
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
類
　
伸

・
鳥
羽
正
雄
著

『日
本
城
郭
史
』
（昭
和
五
十
二
年
）、
中

井
　
均

「本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
と

『日
本
城
郭
史
資
料
』
に
つ

②

い
て
―
敗
戦
前
の
城
郭
研
究
史
を
理
解
す
る
た
め
に
―
」
ら
中
世
城

郭
研
究
』
第
七
号
）
ほ
か

『富
山
日
報
』
昭
和
十
三
年
五
月
十
九
日

長
谷
川
銀
蔵

「小
谷
城
」
３
図
説
中
世
城
郭
事
典
』
第
二
巻
）

高
岡
　
徹

「弓
庄
城
」
翁
富
山
県
上
市
町
中
世
城
館
調
査
報
告
書
し

『大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
日

中
川
作
次
郎

「越
中
史
蹟

・
名
勝

・
天
然
記
念
物
」
令
高
志
人
』
第

四
巻
第
九
号
）

『大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
二
日

『大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
六
日

『北
囲
新
聞
』
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
七
日

『北
國
新
聞
』
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
八
日

愛
宕
　
一死

「石
割
平
造
著

『支
那
城
郭
ノ
概
要
』
―
旧
陸
軍
軍
人
の

目
を
通
し
て
見
た
中
国
の
城
郭
都
市
―
」
令
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第
七
八
集
）。
な
お
同
氏
著

『中
国
の
城
郭
都
市
』
（中

公
新
書

一
〇
一
四
）
で
も

一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑫ ① ⑩ ③ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③
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こ
れ
ま
で
の
調
△
を
振
り
返
っ
て

今
回
、
『調
査
概
報
』
Ⅲ
を
無
事
刊
行
で
き
た
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
喜
び
た

い
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
こ
の
二
上
山
と
の
付
き
合

い
が
随
分
長
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
調
査
ら
し
い

形
の
第

一
回
は
、
『日
本
城
郭
大
系
』
執
筆
準
備
の
た
め
に
訪
れ
た
昭
和
五

十
四
年
五
月
で
、
そ
の
時
は
山
頂
の
本
丸
周
辺
を
ざ
っ
と
見
て
帰
っ
た
。
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
姿
に
圧
倒
さ
れ
た
の
か
、
草
叢
に
分
け
入
る
こ
と
な

く
、
眺
望
の
良
さ
を
堪
能
し
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

こ
の
城
の
凄
さ
を
知
っ
て
、
守
山
城
の
認
識
を
改
め
た
の
は
、
県
立
二
上

工
業
高
校
の
二
上
山
研
究
会
で
平
成
元
年
二
月
に
高
校
生
ら
と

「殿
様
道
」

の
尾
根
筋
を
縦
走
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
、
積
雪
時
の
斜
面
に
足
を
取

ら
れ
な
が
ら
、
多
数
の
平
坦
面
を
確
認
し
、
お
お
よ
そ
の
縄
張
と
そ
の
特
徴
、

規
模
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年
よ
り
早
速
そ
れ
ら
の
遺
構
調

査
に
乗
り
出
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
大
山
町
や
氷
見
市
、
さ
ら
に
は
井
波
町
の

人
乙
女
山
な
ど
へ
も
調
査
の
手
を
伸
ば
し
て
い
た
た
め
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
再
開
は
平
成
八
年
と
な
っ
た
。
こ
の
年
に
向
山

一
帯
の
屋
敷
跡
、
摩
頂

山
南
砦
、
大
師
岳
を
は
じ
め
と
す
る
出
城

。
出
丸
な
ど
、
主
要
部
の
外
側
に

分
布
す
る
遺
構
群
の
概
要
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
単
独
で
の
踏
査
も
多
か

っ
た
が
、
規
模
の
大
き
い
所
は
筆
者
の
主
宰
す
る

「と
や
ま
歴
史
的
環
境
づ

く
り
研
究
会
」
の
会
員
諸
氏

（中
田
昌
志

・
椙
原
孝
志

・
沓
掛
隆
信
氏
ほ

か
）
の
協
力
を
得
て
計
測
等
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
、
毎
年
数
回
は
足
を
逗
ん
で
い
た
が
、
他
の
地
域
の
調
査
に
追

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
体
の
総
括
を
行
え
な
い
状
態
が
続
い
た
。
そ
ん
な

折
、
高
岡
市
教
委
と
の
打
合
せ
で
守
山
城
を
中
心
と
す
る
二
上
山
塊
の
遺
構

調
査
実
施
が
決
ま
り
、
長
期
に
わ
た
り
計
画
的
に
分
布
調
査
を
行
い
、
そ
の

都
度
概
報
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
無
論
、
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
私

の
長
年
に
わ
た
る
調
査
の
蓄
積
で
あ
る
が
、
踏
査
を
重
ね
る
過
程
で
補
足

・

修
正
に
努
め
た
。
そ
の
間
、
鉢
伏
山
周
辺
で
新
た
に
城
郭
遺
構
と
は
異
な
る

平
坦
面
群
を
発
見
で
き
た
こ
と
は

一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既
存
の

文
献
史
料
を
再
度
吟
味

。
検
討
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
二
上
山
山
頂
の
山
城

遺
構
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
り
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
幕
末
の
加
賀
藩
主
前
田
斉
泰
の
二
上
山
登
山
絵
図
の
調
査
か
ら
、
守
山
城

一
帯
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
二
上
山
塊

の
遺
構
は
本
調
査
の
進
展
に
伴
い
、
次
第
に
全
容
を
現
し
つ
つ
あ
る
。

何
が
私
を
こ
の
調
査
に
駆
り
立
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

「越
中
三
大
山
城
」
の
一
つ
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
や
や
も
す
る
と
評
価
の
低
か

っ
た
守
山
城

一
帯
に
光
を
当
て
、
多
角
的
な
調
査
に
よ
り
新
た
な
城
郭
像
を

構
築
し
た
い
、
そ
の
評
価
に
基
づ
き
、
史
跡
と
し
て
の
指
定
を
図
り
、
こ
の

地
域
の
歴
史
遺
産
に
位
置
づ
け
た
い
、
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
す
で
に
こ
れ

ま
で
の
概
報
の
中
で
、
戦
前
に
上
田
三
平

・
石
割
平
造
氏
ら
が
調
査
に
訪
れ

た
こ
と
、
と
り
わ
け
上
田
三
平
氏
が
国
の
史
跡
指
定
候
補
に
あ
げ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
先
人
の
評
価
も
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
視
点

か
ら
そ
の
方
向
性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
末
尾
な
が
ら
、
本
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
高
岡
市
教
育
委
員
会
文

化
財
課
と
、
平
成
二
十
年
以
降
、
本
報
告
に
関
わ
る
遺
構
調
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
水
上
良
雄

・
沢
井
智
恵
子

・
高
梨
清
志
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

平
成
二
十
四
年
三
月

一局

岡

徹
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編

集

狡

記

守
山
城
は
、
越
中
西
部
に
お
け
る
興
点
城
郭
で
あ
り
、
高
岡
の
主
要
な
城
館
遺
跡
の

一
つ

で
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
範
囲
確
認
調
査
が
開
始
さ
れ
、
六
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
ま
で
の
調
査
に
よ

っ
て
、
守
山
城
外
縁
部
の
遺
構
の
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
の

『調
査
概
報
』
Ⅲ
に
よ
っ
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
歴
史
を
持
つ
守
山
城
だ
け
で
な

く
二
上
山
全
体
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

鉢
伏
山
周
辺
で
初
め
て
山
岳
寺
院
に
関
係
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
二
上
山
を

考
え
る
上
で
は
重
要
な
視
点
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

次
に
、
向
山
遺
構
群
で
は
、
広
大
な
平
坦
面
が
存
在
し
こ
れ
ら
は
前
田
利
長
期
の
家
臣
団

屋
敷
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
、
今
後
、
文
献
史

料
や
発
掘
調
査
な
ど
の
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
性
格
が
判
明
す
る
と
考
え
ま
す
。
今

回
の
報
告
で
守
山
城
の
新
た
な

一
面
を
報
告
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

範
囲
確
認
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
富
山
県
内
に
お
け
る
城
館
調
査
の
草
分
け
と

し
て

『日
本
城
郭
大
系
』
全

九
人
〇
年
、
新
人
物
往
来
社
）
の
富
山
県
版
を
執
筆
さ
れ
、

富
山
県
中
世
城
館
遺
跡
総
合
調
査
に
も
携
わ

っ
て
お
ら
れ
た
高
岡
徹
氏
の
御
協
力
を
得
て
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
書
に

よ
っ
て
守
山
城
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

高
岡
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

宮出県高岡市

守出威琳絶田雄諷調△概鞭Ⅲ

ロ
ド

ビ
ト 折予J

平成 24年 3月 31日

高岡市荻育委員会 文化財課

〒=933-8601

富山県高岡市広小路 7番 50号

小問印刷株式会社

発 行 日

編集 。発行




